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澤
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平
成
二
十
五
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十
月

二
八
七

は
じ
め
に

　

本
論
は
、
道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り（
（
（

」
と
誓
願
と
題
し
、「
尽

未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆（（
（

」（
以
下
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
と
す
る
（
と
の

関
係
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
論
を
進
め
る
に
あ
た
り
「
不
離
吉
祥

山
示
衆
」
に
見
ら
れ
る
「
大
事
を
打
開
す
る
」
と
「
最
正
覚
を
成
ぜ

ん
」
を
仮
に
「
さ
と
り
」
と
す
る
。

　
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
と
は
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
（
頃
の
記
録
と

さ
れ
、
一
二
四
七
年
か
ら
翌
二
年
に
か
け
て
あ
っ
た
と
さ
れ
る
鎌
倉
行

化
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
生
涯
永
平
寺
を
離

れ
ず
に
、
修
行
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
修
行
の
功
徳
を
、
衆

生
済
度
の
た
め
に
巡
ら
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
建

撕
記
』
に
の
み
見
ら
れ
る
示
衆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
元
禅
師
の
真
撰

か
ど
う
か
が
疑
わ
れ
て
お
り
、
従
来
そ
の
真
偽
と
内
容
に
つ
い
て
、

様
々
な
解
釈
と
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
を
偽
撰
と
す
る
立
場
に
は
、
鏡
島
元
隆
氏
、

中
世
古
祥
道
氏
が
お
り
、
そ
の
内
容
を
認
め
る
立
場
に
は
、
石
井
修
道

氏
、
角
田
泰
隆
氏
が
い
る
。
ま
た
、
こ
の
示
衆
に
関
し
て
、
東
隆
眞
氏
、

石
井
清
純
氏
、
松
岡
由
香
子
氏
、
山
折
哲
雄
氏
の
解
釈
・
論
考
が
あ
る（（
（

。

　

こ
こ
で
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
と
、
そ
の
要
点
を
①
～
③
と
し
て

示
し
た
い
。

九
月
初
十
日
、
師
、
師
示
衆
云
、
従
今
日
尽
未
来
際
、
永
平
老
漢
恒
常
在

山
、
昼
夜
不
離
当
山
之
境
。
雖
蒙
国
王
宣
命
、
亦
誓
不
離
当
山
。
其
意
如

何
。
唯
欲
昼
夜
無
間
断
精
進
経
行
、
積
功
累
徳
故
也
。
以
此
功
徳
先
度
一

切
衆
生
、
見
仏
聞
法
而
落
仏
祖
之
窟
裏
也
。
其
後
永
平
打
開
大
事
、
坐
樹

下
破
魔
波
旬
、
成
最
正
覚
。
欲
重
宣
此
義
以
偈
説
云
、

　
　
　
　

古
仏
修
行
多
有
山
、
春
秋
冬
夏
亦
居
山
、

　
　
　
　

永
平
欲
慕
古
蹤
跡
、
十
二
時
中
常
在
山
。

「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」（
春
秋
社
本
『
道
元
禅
師
全
集
』
七
巻
、
二
九
六
頁
。
以

下
、
春
秋
社
本
『
道
元
禅
師
全
集
』
か
ら
の
引
用
は
、
巻
数
と
頁
数
の
み
記

す
。（

道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願

　
　「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
を
め
ぐ
っ
て
　
　

西
　
　
澤
　
　
ま  

ゆ  

み　
　
　



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

二
八
八

①
「
昼
夜
間
断
な
く
精
進
し
、
経
行
し
、
積
功
累
徳
せ
ん
と
欲
す
る
」

Ａ
「
こ
の
功
徳
を
も
っ
て
」

②
「
先
ず
一
切
衆
生
を
度
さ
ん
と
し
て
、
見
仏
聞
法
せ
し
め
て
仏
祖
の
窟

裏
に
落
さ
ん
と
す
る
」

Ｂ
「
そ
の
後
」

③
「
大
事
を
打
開
し
て
、
樹
下
に
坐
し
て
魔
波
旬
を
破
り
、
最
正
覚
を
成

ぜ
ん
」

　

本
論
は
、
こ
れ
ら
の
順
序
（
①
～
③
（
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
内
容
が
、

道
元
禅
師
の
他
の
著
作
に
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
か
を
検
討
し
、「
不

離
吉
祥
山
示
衆
」
に
み
ら
れ
る
「
大
事
」
の
意
味
を
考
察
し
、「
不
離

吉
祥
山
示
衆
」
の
解
釈
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
先
行
業
績

　
　
　
（
一
）「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
を
偽
撰
と
す
る
説

　
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
関
す
る
先
行
研
究
の
う
ち
、
ま
ず
は
偽
撰

と
す
る
説
を
み
て
み
た
い
。「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
を
偽
撰
と
す
る
鏡

島
氏
は
『
辦
道
話
』
に
あ
る
「
大
事
」
を
「
悟
っ
た
こ
と
」
と
解
釈
し
、

そ
の
た
め
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
お
い
て
改
め
て
、
大
事
を
打
開
す

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
し
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
を
虚
構
の
作
品

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

道
元
禅
師
は
如
浄
会
下
に
お
い
て
「
つ
ひ
に
太
白
峰
の
浄
禅
師
に
参
じ
て

一
生
参
学
の
大
事
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
」（『
正
法
眼
蔵
弁
道
話
』（
と
宣
言

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
を
信
ず
れ
ば
、
禅
師
は
悟
り
に
至
っ
た
人
で

あ
り
、
従
っ
て
禅
師
自
身
に
お
い
て
は
業
は
す
で
に
超
克
さ
れ
て
い
た
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鏡
島
元
隆
「
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
位
置
づ
け
」（『
道
元
禅
師
と
そ
の
宗

風
』
春
秋
社
、
一
九
九
四
年
二
月
、
二
一
三
～
二
一
四
頁
（

『
正
法
眼
蔵
・
辧マ
マ

道
話
』
に
明
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
禅
師
は
如
浄
下
に

お
い
て
す
で
に
「
一
生
参
学
の
大
事
、
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
」
と
宣
言
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
禅
師
が
、
何
で
「
末
後
」
あ
ら
た
め
て
こ
れ
か

ら
「
仏
樹
下
に
坐
し
、
魔
波
旬
を
破
り
、
大
事
を
打
開
し
、
最
上
覚
を
成

ず
る
」
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の
示
衆
は
、
如
浄
禅
師
あ
っ
て
こ
そ
道
元

禅
師
が
あ
り
、
道
元
禅
師
が
あ
っ
て
こ
そ
如
浄
禅
師
が
あ
る
意
義
を
昧
却

す
る
も
の
と
し
か
私
に
は
映
ら
な
い
。（
中
略
（「
尽
未
来
際
吉
祥
山
を
離

れ
ざ
る
示
衆
」
は
北
条
時
頼
禅
師
招
請
と
い
う
虚
構
の
事
実
を
埋
め
合
わ

す
た
め
に
作
ら
れ
た
虚
構
の
作
品
で
あ
る
。

鏡
島
元
隆
『
道
元
禅
師
』
春
秋
社
、
一
九
九
七
年
九
月
、
二
〇
〇
～
二
〇
二
頁

（「
最
晩
年
の
道
元
禅
師
」（『
道
元
禅
師
と
そ
の
宗
風
』
春
秋
社
、
一
九
九
四
年

二
月
、
二
八
六
頁
（

　

中
世
古
氏
も
『
辦
道
話
』
の
「
大
事
」
を
受
け
、
後
に
大
事
を
打
開

す
る
こ
と
は
考
え
難
い
と
い
う
。

「
弁
道
話
」
の
記
こ
そ
採
ら
れ
て
然
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。（
中

略
（
鏡
島
氏
の
触
れ
る
よ
う
に
、「
弁
道
話
」
に
先
の
よ
う
に
あ
る
の
に
、



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

二
八
九

後
の
永
平
寺
下
で
「
大
事
打
開
」
な
ど
考
え
難
い
こ
と
で
、
こ
れ
で
は
禅

師
の
入
宋
は
成
果
な
く
し
て
の
帰
朝
と
も
な
ろ
う
。（
中
略
（
こ
れ
は
、

禅
師
の
他
の
資
料
や
古
伝
か
ら
見
て
は
、
と
て
も
採
用
し
難
い
も
の
と
見

る
の
で
あ
る
。

中
世
古
祥
道
「
伝
道
元
禅
師
「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
と
伝
明
全
筆

「
伝
授
師
資
相
承
偈
」
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
四
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
三

月
、
八
四
～
八
五
頁
（

　

つ
ま
り
『
辦
道
話
』
と
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
の
「
大
事
」
を
同
じ

意
味
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
の
「
大
事
を
打

開
す
る
」
を
矛
盾
と
解
釈
し
、
よ
っ
て
偽
撰
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ

る
。

　
　
　
（
二
）「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
の
内
容
を
肯
定
す
る
説

　

次
に
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
を
肯
定
す
る
石
井
修
道
氏
、
角
田
泰
隆

氏
の
説
を
取
り
あ
げ
た
い
。
石
井
氏
は
「
発
菩
提
心
」
巻
の
冒
頭
の
一

節
を
挙
げ（
（
（

、
大
事
と
は
何
度
も
発
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
不
離
吉
祥
山

示
衆
」
が
撰
述
さ
れ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
、
と
し
、

「
初
発
菩
提
心
」
と
「
さ
ら
に
菩
提
心
を
お
こ
す
」
と
の
関
係
か
ら
す
れ

ば
、「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
が
撰
述
さ
れ
て
も
問
題
な
い
と
私

は
思
う
の
で
す
。

石
井
修
道
「
宗
学
・
禅
宗
史
と
新
「
宗
学
」（
三
（」（『
宗
学
と
現
代
』
二
号
、

一
九
九
八
年
一
〇
月
、
二
八
七
～
二
八
八
頁
（（『
最
近
の
道
元
禅
師
研
究
に
想

う
』
石
見
曹
洞
宗
青
年
会
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
、
九
二
～
九
三
頁
（

と
述
べ
て
い
る
。

　

角
田
氏
は
、
は
る
か
な
る
仏
道
と
い
う
修
証
観
と
「
不
離
吉
祥
山
示

衆
」
の
撰
述
内
容
は
一
致
す
る
と
し
、
石
井
氏
同
様
、
こ
の
示
衆
に
問

題
は
な
い
、
と
す
る
立
場
を
示
し
て
い
る
。

内
容
的
に
見
て
、
は
る
か
な
る
仏
道
を
重
要
な
視
点
と
す
る
道
元
禅
師
の

修
行
観
か
ら
は
、
こ
の
「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
は
、
こ
れ
と
契

合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

角
田
泰
隆
「
道
元
禅
師
の
修
行
観
―
は
る
か
な
る
仏
道
と
い
う
視
点
」（『
駒
澤

短
期
大
学
仏
教
論
集
』
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
一
三
九
頁
（

　

こ
の
よ
う
に
、
石
井
氏
は
「
発
菩
提
心
」
巻
、
角
田
氏
は
道
元
禅
師

の
修
証
観
と
の
対
比
か
ら
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
を
肯
定
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
つ
ぎ
に
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
以
外
に
「
大
事
」
と
い
う

言
葉
が
み
ら
れ
る
『
辦
道
話
』
の
解
釈
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

二
、「
大
事
」
の
諸
解
釈

　
　
　
（
一
）『
辦
道
話（

（
（

』
に
み
ら
れ
る
「
大
事
」

太
白
峰
の
浄
禅
師
に
参
じ
て
、
一
生
参
学
の
大
事
、
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
。

　

そ
れ
よ
り
の
ち
、
大
宋
紹
定
の
は
じ
め
、
本
郷
に
か
へ
り
し
、
す
な
は

ち
弘
法
救
生
を
お
も
ひ
と
せ
り
、
な
ほ
重
担
を
か
た
に
お
け
る
が
ご
と
し
。

�

『
辦
道
話
』（
二
巻
、
四
六
一
頁
（



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

二
九
〇

い
ま
は
、
破
衣
綴
盂
を
生
涯
と
し
て
、
青
巌
白
石
の
ほ
と
り
に
茅
を
む
す

む
で
、
端
坐
修
練
す
る
に
、
仏
向
上
の
事
た
ち
ま
ち
に
あ
ら
は
れ
て
、
一

生
参
学
の
大
事
す
み
や
か
に
究
竟
す
る
も
の
な
り
。

�

『
辦
道
話
』（
二
巻
、
四
八
一
頁
（

　

右
記
の
説
示
に
つ
い
て
石
井
氏
の
解
釈
は
、
宗
教
的
確
信
、
信
念
で

あ
り
、
鏡
島
氏
の
解
釈
で
あ
る
「
さ
と
り
」
で
は
な
い
と
す
る
。

　

筆
者
は
、
道
元
の
著
述
に
よ
る
か
ぎ
り
、
し
か
も
そ
の
確
信
と
し
て
、

「
つ
ひ
に
太
白
峰
の
浄
禅
師
に
参
じ
て
、
一
生
参
学
の
大
事
こ
こ
に
を
は

り
ぬ
」（『
弁
道
話
』（
の
言
葉
し
か
身
心
脱
落
は
な
い
と
考
え
る
。
し
か

も
「
を
は
り
ぬ
」
の
過
去
形
の
表
現
が
決
し
て
経
験
的
・
心
理
的
な
悟
で

は
な
い
こ
と
は
、
同
じ
『
弁
道
話
』
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
明
白
で
あ
る
。（
前
出
（
二
巻
、
四
八
一
頁
と
同
文
の
た
め
、
引
用
文

省
略
（

　

因
っ
て
叱
咤
時
脱
落
の
経
験
的
・
心
理
的
な
悟
の
年
時
を
穿
鑿
す
る
こ

と
は
、
道
元
禅
か
ら
遠
ざ
か
る
因
縁
と
な
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

石
井
修
道
「
第
六
章�

叱
咤
時
脱
落
の
虚
構
―
身
心
脱
落
の
誤
解
」（『
道
元
禅

の
成
立
史
的
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
一
年
八
月
、
四
三
六
～
四
三
七
頁
（

「
一
生
参
学
の
大
事
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
」
の
語
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る

か
は
、
極
め
て
微
妙
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
語
を
通

し
て
「
道
元
が
自
ら
を
禅
宗
の
伝
法
の
祖
師
と
位
置
づ
け
、
す
で
に
悟
っ

た
仏
祖
と
規
定
し
て
い
た
」
と
松
本
先
生
が
言
わ
れ
る
説
は
、
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
私
は
道
元
禅
師
の
「
信
念
（
（
（

」
と
い
っ
て
い
る
つ

も
り
で
す
。

石
井
修
道
「
宗
学
・
禅
宗
史
と
新
「
宗
学
」（
二
（」（『
宗
学
と
現
代
』
二
号
、

一
九
九
八
年
一
〇
月
、
一
九
二
～
一
九
三
頁
（

　

ま
た
、
角
田
氏
も
『
辦
道
話
』
の
「
大
事
」
と
は
、
修
行
観
の
確
立

と
い
う
意
で
あ
り
、
釈
尊
の
成
道
と
同
等
で
は
な
い
、
と
示
し
て
い
る
。

『
辦
道
話
』
の
説
示
「
つ
ひ
に
太
白
峰
の
浄
禅
師
に
参
じ
て
、
一
生
参
学

の
大
事
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
如
浄
の
も
と
で
の
「
身

心
脱
落
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。（
中
略
（『
辦
道
話
』
の
「
大
事
了

畢
」（「
つ
ひ
に
太
白
峰
の
浄
禅
師
に
参
じ
て
、
一
生
参
学
の
大
事
こ
こ
に

を
は
り
ぬ
」
の
こ
と
（
は
、
仏
道
の
方
向
性
が
定
ま
り
、
正
し
い
仏
道
を

歩
み
始
め
た
こ
と
を
意
味
し
、
更
に
言
え
ば
、
只
管
打
坐
の
道
こ
そ
正
伝

の
仏
法
で
あ
る
と
の
ゆ
る
ぎ
な
い
確
信
を
得
た
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
正
し
い
仏
道
修
行
の
出
発
点
で
あ
っ
て
、
到

達
点
で
あ
る
《
成
道
》
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
、
筆
者
に
は
思
わ
れ

る
。

角
田
泰
隆
「
道
元
禅
師
の
修
行
観
―
は
る
か
な
る
仏
道
と
い
う
視
点
」（『
駒
澤

短
期
大
学
仏
教
論
集
』
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
一
三
六
・
一
三
八
頁
（

　

そ
れ
で
は
、
石
井
氏
・
角
田
氏
の
『
辦
道
話
』
に
お
け
る
「
大
事
」

の
解
釈
と
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
お
け
る
「
大
事
」
の
解
釈
に
は

ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
見
て
み
た
い
。



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

二
九
一

　
　
　
（
二
）「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
み
ら
れ
る
「
大
事（

（
（

」

　

石
井
氏
は
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
お
け
る
「
大
事
」
を
、
菩
薩

と
な
る
こ
と
へ
の
願
い
、
つ
ま
り
、
自
未
得
度
先
度
他
の
願
い
を
述
べ

た
も
の
と
解
釈
す
る
。

私
と
鏡
島
先
生
の
説
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
り
、（
中
略
（「
尽
未
来
際
吉

祥
山
を
離
れ
ざ
る
示
衆
」
を
重
視
す
る
私
は
鏡
島
説
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
三
度
、
先
生
に
疑
問
の
手
紙
を
差
し
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
返
事

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
主
張
の
要
点
は
、
こ
の
「
尽
未
来
際
吉
祥
山

を
離
れ
ざ
る
示
衆
」
の
文
は
、
私
は
「
自
未
得
度
先
度
他
」
の
「
先
度

他
」
の
語
が
「
以
此
功
徳
、
先
度
一
切
衆
生
、
見
仏
聞
法
而
落
仏
祖
之
窟

裏
也
」
に
敷
衍
さ
れ
、「
自
未
得
」
の
語
が
「
其
後
永
平
打
開
大
事
、
坐

樹
下
破
魔
波
旬
、
成
最
正
覚
」
に
敷
衍
さ
れ
た
文
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り

「
其
後
永
平
打
開
大
事
、
坐
樹
下
破
魔
波
旬
、
成
最
正
覚
」
は
、
道
元
禅

師
が
菩
薩
と
な
ら
れ
る
こ
と
へ
の
「
願
い
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
面

山
禅
師
が
『
訂
補
建
撕
記
』
で
「
其
後
」
を
「
末
後
」
に
改
め
た
の
も
そ

の
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
衆
生
が
救
わ
れ
た
後
に

「
大
事
を
打
開
す
る
」
と
い
う
「
願
い
」
で
あ
っ
て
、
道
元
禅
師
自
身
の

生
涯
の
「
末
後
」
の
意
味
は
全
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
鏡
島

先
生
の
い
わ
れ
る
「
つ
い
に
太
白
峰
の
浄
禅
師
に
参
じ
て
、
一
生
参
学
の

大
事
、
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
」
の
『
弁
道
話
』
の
内
容
と
は
全
く
異
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

石
井
修
道
「
宗
学
・
禅
宗
史
と
新
「
宗
学
」（
三
（」（『
宗
学
と
現
代
』
一
九
九

八
年
一
〇
月
、
二
八
七
頁
（（『
最
近
の
道
元
禅
師
研
究
に
想
う
』
石
見
曹
洞
宗

青
年
会
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
、
九
二
～
九
三
頁
（

鏡
島
先
生
が
仰
る
よ
う
に
、
改
め
て
「
自
未
得
度
先
度
他
の
願
を
起
こ
し

た
と
い
う
こ
と
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
ま
で
読

め
る
か
ど
う
か
。
こ
の
「
尽
未
来
際
」
の
文
は
、
そ
の
時
の
新
た
な
願
を
、

「
自
未
得
度
先
度
他
」
の
願
い
を
述
べ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
ふ
う

に
は
取
れ
な
い
も
の
か
、
と
い
う
よ
う
に
は
思
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど

も
。

石
井
修
道
「
宗
学
・
禅
宗
史
と
新
「
宗
学
」（
三
（」（『
宗
学
と
現
代
』
二
号
、

一
九
九
八
年
一
〇
月
、
三
〇
〇
～
三
〇
一
頁
（

　

角
田
氏
の
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
お
け
る
大
事
と
は
、
釈
尊
の

「
最
正
覚
を
成
ず
る
」
と
同
等
で
あ
る
、
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。

「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
お
け
る
「
打
開
大
事
」
は
、
ま
さ
に

菩
提
樹
下
に
お
け
る
釈
尊
の
「
成
最
正
覚
」
と
同
等
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、『
正
法
眼
蔵
』「
八
大
人
覚
」
に
お
け
る
、

　
　

�

生
生
に
増
長
し
、
か
な
ら
ず
無
上
菩
提
に
い
た
り
、
衆
生
の
た
め
に

こ
れ
を
と
か
ん
こ
と
、
釈
迦
牟
尼
仏
に
ひ
と
し
く
し
て
こ
と
な
る
こ

と
な
か
ら
ん
。

と
い
う
説
示
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、（
中
略
（
自
ら
の
誓
願
と
し
て
、

釈
尊
と
同
等
の
成
道
を
、
は
る
か
未
来
の
終
局
的
な
こ
と
と
し
て
願
わ
れ

て
い
て
も
何
の
不
思
議
も
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
道
元
禅
師
の
修
行
観
か
ら
は
、「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

二
九
二

示
衆
」
の
よ
う
な
示
衆
が
あ
っ
て
も
、
内
容
的
に
何
ら
不
思
議
は
な
い
の

で
あ
る
。

角
田
泰
隆
「
道
元
禅
師
の
修
行
観
―
は
る
か
な
る
仏
道
と
い
う
視
点
」（『
駒
澤

短
期
大
学
仏
教
論
集
』
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
一
四
一
・
一
四
四
頁
（

　

こ
の
よ
う
に
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
の
内
容
は
、『
辦
道
話
』
に
お

け
る
「
大
事
」
の
解
釈
に
よ
る
相
違
や
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
み

ら
れ
る
「
大
事
」
の
解
釈
の
違
い
な
ど
か
ら
、
そ
の
是
非
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
に
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
の
内
容
が
道
元
禅
師
の
他
の

著
作
に
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
か
を
検
討
し
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」

の
整
合
性
を
考
察
し
た
い
。

三
、
道
元
禅
師
の
著
作
に
見
ら
れ
る
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
と
の

関
連
性

　
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
と
の
関
係
を
探
る
た
め
、
ま
ず
は
一
二
三
七

年
に
撰
述
さ
れ
た
『
典
座
教
訓
』
を
見
て
み
よ
う
。　

　

如
見
大
宋
国
諸
山
諸
寺
、
知
事
頭
首
居
職
之
族
、
雖
為
一
年
之
精
勤
、

各
存
三
般
之
住
持
、
与
時
営
之
、
競
縁
励
之
。
已
如
利
他
、
兼
豊
自
利
。

一
興
叢
席
、
一
新
高
格
。
斉
肩
競
頭
、
継
踵
重
蹤
。
於
是
応
詳
。
有
見
自

如
他
之
癡
人
。
有
顧
他
如
自
之
君
子
。�

『
典
座
教
訓
』（
六
巻
、
二
〇
頁
（

　

こ
こ
で
は
、
住
持
職
と
役
職
者
の
心
構
え
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
、
他
人
の
た
め
に
努
め
、
そ
し
て
自
分
の
修
行
も
積
む
こ
と
で
、

叢
林
を
盛
ん
と
し
、
さ
ら
に
そ
こ
に
留
ま
ら
ず
向
上
に
努
め
、
古
人
と

肩
を
並
べ
、
教
え
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
、
こ
れ
ら
を
心
掛
け
る
こ

と
、
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
ま
ず
他
者
の
た
め
に
努
め
る
こ
と
が
先
に
示
さ
れ
、
そ
れ

は
自
分
の
修
行
を
豊
か
に
す
る
こ
と
と
同
等
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か

ら
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
み
ら
れ
る
衆
生
済
度
の
た
め
に
精
進
・

経
行
を
す
る
、
と
い
う
内
容
と
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

次
の
『
典
座
教
訓
』
の
内
容
は
、
大
心
と
は
、
偏
ら
ず
、
執
着
し
な

い
心
の
こ
と
で
あ
り
、
迷
わ
ず
、
公
平
に
見
る
こ
と
を
「
大
」
と
示
し

て
い
る
。
善
知
識
は
、
す
べ
て
に
「
大
」
と
い
う
字
の
意
味
を
学
び
、

自
在
に
大
な
る
声
を
あ
げ
、
大
な
る
教
え
の
意
味
を
説
き
、
大
事
を
明

ら
か
に
し
、
大
人
を
教
化
し
、
大
事
因
縁
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
、
と

あ
る
。

　

所
謂
大
心
者
大
山
于
其
心
、
大
海
于
其
心
、
無
偏
無
党
心
也
。
提
両
而

不
為
軽
、
扛
鈞
而
不
可
重
。
被
引
春
声
兮
不
游
春
沢
、
雖
見
秋
色
兮
更
無

秋
心
。
競
四
運
於
一
景
、
視
銖
両
於
一
目
。
於
是
一
節
、
可
書
大
之
字
也
。

可
知
大
之
字
也
。
可
学
大
之
字
也
。
夾
山
之
典
座
若
不
学
大
字
者
、
不
覚

之
一
笑
莫
度
大
原
。
大
潙
禅
師
不
書
大
字
、
取
一
茎
柴
不
可
三
吹
。
洞
山

和
尚
不
知
大
字
、
拈
三
斤
麻
莫
示
一
僧
。
応
知
向
来
大
善
知
識
倶
是
百
草

頭
上
学
大
字
来
、
今
乃
自
在
作
大
声
、
説
大
義
、
了
大
事
、
接
大
人
、
成

就
者
箇
一
段
大
事
因
縁
者
也
。�

『
典
座
教
訓
』（
六
巻
、
二
四
頁
（



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

二
九
三

　

ま
た
、「
大
声
を
な
し
、
大
義
を
説
く
」
は
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」

の
「
見
仏
聞
法
せ
し
め
て
仏
祖
の
窟
裏
に
落
さ
ん
と
す
る
」
に
あ
た
る

と
思
わ
れ
、
ま
た
、「
大
事
を
了
じ
」
と
「
大
事
因
縁
を
成
就
す
る
」

は
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
の
「
大
事
を
打
開
す
る
」「
最
正
覚
を
成
ず

る
」
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

次
の
一
二
四
四
年
に
先
述
さ
れ
た
「
自
性
三
昧
」
巻
で
は
、
修
行
の

継
続
性
が
説
か
れ
る
と
共
に
、
自
分
の
修
行
よ
り
も
他
者
に
法
を
説
く

こ
と
が
優
先
さ
れ
て
お
り
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
の
「
先
ず
一
切
衆

生
を
度
さ
ん
と
し
て
、
見
仏
聞
法
せ
し
め
て
仏
祖
の
窟
裏
に
落
と
さ
ん

と
す
る
な
り
。
そ
の
後
、
永
平
、
大
事
を
打
開
し
て
」
と
対
応
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ま
だ
あ
き
ら
め
ざ
れ
ば
人
の
た
め
に
と
く
べ
か
ら
ず
、
と
お
も
ふ
こ
と

な
か
れ
。
あ
き
ら
め
ん
こ
と
を
ま
た
ん
は
無
量
劫
に
も
か
な
ふ
べ
か
ら
ず
。

（
中
略
（
た
と
ひ
仏
祖
辺
を
あ
き
ら
む
と
も
、
さ
ら
に
仏
祖
向
上
を
あ
き

ら
む
べ
し
。
こ
れ
ら
を
一
世
に
あ
き
ら
め
を
は
り
て
、
の
ち
に
他
の
た
め

に
せ
ん
と
擬
せ
ん
は
、
不
功
夫
な
り
、
不
丈
夫
な
り
、
不
参
学
な
り
。

�

「
自
性
三
昧
」（
二
巻
、
二
〇
〇
頁
（

　

同
じ
く
一
二
四
四
年
に
先
述
さ
れ
た
「
発
菩
提
心
」
巻
に
お
い
て
、

「
ま
ず
自
分
が
解
脱
し
、
の
ち
に
衆
生
を
度
す
」
い
う
説
は
魔
説
で
あ

る
と
述
べ
、
菩
薩
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
未
得
度
先
度
他
の
行
願
を
退
転

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
「
不
離
吉
祥
山

示
衆
」
へ
と
繋
が
る
内
容
が
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

天
魔
波
旬
等
、
行
者
を
さ
ま
た
げ
ん
が
た
め
に
、
仏
形
に
化
し
、
父
母
・

師
匠
、
乃
至
親
族
・
諸
天
等
の
か
た
ち
を
現
じ
て
、
き
た
り
ち
か
づ
き
て
、

菩
薩
に
む
か
ひ
て
こ
し
ら
へ
す
す
め
て
い
は
く
、
仏
道
長
遠
、
久
受
諸
苦
、

も
と
も
う
れ
ふ
べ
し
、
し
か
じ
、
ま
づ
わ
れ
生
死
を
解
脱
し
、
の
ち
に
衆

生
を
わ
た
さ
ん
に
は
。
行
者
、
こ
の
か
た
ら
ひ
を
き
き
て
、
菩
提
心
を
退

し
、
菩
薩
の
行
を
退
す
。
ま
さ
に
し
る
べ
し
、
か
く
の
ご
と
く
の
説
は
、

す
な
は
ち
こ
れ
魔
説
な
り
。
菩
薩
、
し
り
て
し
た
が
ふ
こ
と
な
か
れ
。
も

は
ら
自
未
得
度
先
度
他
の
行
願
を
退
転
せ
ざ
る
べ
し
。

�

「
発
菩
提
心
」（
二
巻
、
三
四
〇
～
三
四
一
頁
（

　

ま
た
次
の
「
帰
依
仏
法
僧
宝
」
巻
に
は
、
衆
苦
の
解
脱
と
菩
提
の
成

就
は
同
意
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、「
不
離
吉
祥

山
示
衆
」
の
「
大
事
を
打
開
す
る
」
と
「
最
正
覚
を
成
ず
る
」
に
相
当

す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
り
て
、
衆
苦
を
解
脱
す
る
の
み

に
あ
ら
ず
、
菩
提
を
成
就
す
べ
し
。

�

「
帰
依
仏
法
僧
宝
」（
二
巻
、
三
七
六
頁
（

　

更
に
「
深
信
因
果
」
巻
で
は
、
菩
提
心
を
第
一
に
挙
げ
、
因
果
を
あ

き
ら
め
る
こ
と
は
そ
の
次
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
不
離

吉
祥
山
示
衆
」
に
示
さ
れ
る
衆
生
済
度
の
の
ち
、
大
事
を
打
開
す
る
と

い
う
内
容
と
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
。

仏
法
参
学
に
は
、
第
一
、
因
果
を
あ
き
ら
む
る
な
り
。（
中
略
（
参
学
の

と
も
が
ら
、
菩
提
心
を
さ
き
と
し
て
、
仏
祖
の
洪
恩
を
報
ず
べ
く
は
、
す
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み
や
か
に
諸
因
諸
果
を
あ
き
ら
む
べ
し
。

�

「
深
信
因
果
」（
二
巻
、
三
九
四
頁
（

　

次
の
『
永
平
広
録
』
の
小
参
で
は
、
衆
生
済
度
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
、

次
に
慕
古
を
具
足
、
つ
ま
り
、
修
行
を
重
ん
じ
、
最
後
に
「
実
を
求

む
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
衆
生
済
度
と
修
行
の

関
係
、
そ
し
て
「
大
事
を
打
開
す
る
」
の
関
係
が
み
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

参
学
雲
水
、
先
須
発
菩
提
心
也
。
発
菩
提
心
者
、
乃
度
衆
生
心
也
。
先
須

有
道
心
。
次
須
具
慕
古
。
後
須
求
実
。

�

『
永
平
広
録
』
第
八
、
二
〇
小
参
（
四
巻
、
一
三
四
頁
（

　

と
こ
ろ
で
、
左
記
に
挙
げ
た
『
永
平
広
録
』
は
、
坐
禅
修
行
に
適
し

た
環
境
と
し
て
山
居
を
重
ん
じ
て
い
る
。

学
道
直
須
遵
古
仏
曩
祖
之
法
儀
。（
中
略
（
若
有
道
心
之
人
、
先
須
隠
居

山
谷
也
。
本
無
道
心
貪
名
愛
利
之
癡
人
、
不
能
居
山
也
。（
中
略
（
切
莫

忽
諸
居
山
好
也
。

�

『
永
平
広
録
』
第
八
、
小
参
二
（
四
巻
、
一
一
〇
・
一
一
二
頁
（

幾
悦
山
居
尤
寂
莫
、
因
斯
常
読
法
華
経
、
専
精
樹
下
何
憎
愛
、
妬
矣
秋
深

夜
雨
声
。�

『
永
平
広
録
』
第
十
、
偈
頌
九
九
（
巻
四
、
二
八
八
頁
（

夜
坐
更
闌
眠
未
至
、
弥
知
弁
道
可
山
林
、
渓
声
入
耳
月
穿
眼
、
此
外
更
無

一
念
心�

『
永
平
広
録
』
第
十
、
偈
頌
一
〇
一
（
巻
四
、
二
八
八
頁
（

仏
祖
之
行
解
、
解
可
解
、
行
可
行
而
已
。
其
行
之
初
者
、
割
愛
無
所
親
、

棄
恩
入
無
為
也
。
不
経
歴
聚
落
、
不
親
近
国
王
、
入
山
求
道
也
。
古
来
慕

道
之
士
、
皆
入
深
山
閑
居
寂
静
。

�

『
永
平
広
録
』
第
七
、
四
九
八
上
堂
（
四
巻
、
八
二
頁
（

　

こ
の
よ
う
に
、
山
居（（
（

が
衆
生
済
度
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
次

の
『
宝
慶
記（（
（

』
に
あ
る
よ
う
に
、
大
乗
の
坐
禅
と
は
、
衆
生
済
度
を
願

い
、
あ
ら
ゆ
る
功
徳
を
一
切
に
廻
ら
せ
る
こ
と
が
礎
で
あ
る
た
め
、
叢

林
生
活
を
重
視
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
教
化
の
対
象
を
限
定
し
た
り
、

縮
小
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
山
居
は
衆
生
済
度
か
ら
乖

離
す
る
も
の
で
は
な
く
辦
道
の
強
調
で
あ
り
、
そ
れ
は
衆
生
済
度
の
願

い
と
同
意
で
あ
る
。

故
於
坐
禅
中
、
不
忘
衆
生
、
不
捨
衆
生
、
乃
至
蜫
虫
、
常
給
慈
念
、
誓
願

済
度
、
所
有
功
徳
廻
向
一
切
。
是
故
仏
祖
、
常
在
欲
界
坐
禅
弁
道
。

�

『
宝
慶
記
』（
七
巻
、
三
八
頁
（

　

以
上
、
道
元
禅
師
の
著
作
に
見
ら
れ
る
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
と
の

内
容
的
な
関
連
性
を
試
み
た
結
果
、
弘
法
救
生
の
あ
り
か
た
に
一
貫
性

が
み
ら
れ
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
の
説
示
は
、『
建
撕
記
』
に
の
み
見

ら
れ
る
説
示
で
は
あ
る
も
の
の
、
山
居
は
あ
ら
ゆ
る
人
々
と
共
に
生
き

る
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
閉
鎖
的
あ
る
い
は
私
的
な
生
き
方
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
道
元
禅
師
の
著
作
に
見
ら
れ
る
思
想
と
矛
盾
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、
辦
道
が
山
居
に
限
ら
ず
、
山
外
に
お
け
る
具
体
的

教
化
を
も
含
ん
で
い
る
こ
と
を
見
て
み
た
い
。
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四
、
鎌
倉
行
化
と
京
都
上
洛
に
つ
い
て

　
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
は
、
鎌
倉
行
化
の
後
に
示
さ
れ
た
も
の
と
さ

れ
る
が
、
そ
の
後
、
道
元
禅
師
は
永
平
寺
を
離
れ
京
都
に
上
洛
し
て
い

る
。
鎌
倉
行
化
の
動
機
は
、
次
の
『
永
平
広
録
』
に
よ
る
と
、
檀
那
・

俗
弟
子
の
た
め
に
説
法
す
る
こ
と
、
と
示
さ
れ
て
い
る
。

宝
治
二
年
申戊
三
月
十
四
日
上
堂
。
云
。
山
僧
昨
年
八
月
初
三
日
、
出
山
赴

相
州
鎌
倉
郡
、
為
檀
那
俗
弟
子
説
法
。
今
年
今
月
昨
日
帰
寺
、
今
朝
陞
座
。

這
一
段
事
、
或
有
人
疑
著
。
渉
幾
許
山
川
、
為
俗
弟
子
説
法
、
似
重
俗
軽

僧
。
又
疑
、
有
未
曽
説
底
法
、
未
曽
聞
底
法
乎
。
然
而
都
無
未
曽
説
底
法
、

未
曽
聞
底
法
。
只
為
他
説
修
善
者
昇
、
造
悪
者
堕
、
修
因
感
果
、
抛
塼
引

玉
而
已
。（
後
略
（

�

『
永
平
広
録
』
第
三
、
二
五
一
上
堂
（
三
巻
、
一
六
六
・
一
六
八
頁
（

　

ま
た
、
法
を
説
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
興
聖
寺
時
代
の
説
示
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
出
家
者
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
諸
々
の

人
々
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

山
僧
今
日
、
不
惜
性
命
、
不
惜
眉
毛
、
為
諸
人
再
説
、
為
諸
人
重
説
。

�

『
永
平
広
録
』
第
一
、
六
〇
上
堂
（
三
巻
、
四
〇
頁
（

　

次
も
興
聖
寺
に
お
け
る
法
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
参
学
者
の
居
場

所
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
い
た
る
と
こ
ろ
が
接
化
の
場
所
で
あ
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

予
亦
不
希
山
林
、
無
辞
人
里
。（
中
略
（
朝
市
・
沙
場
、
本
是
自
在
円
通

之
道
場
也
。
媱
坊
・
酒
肆
、
豈
非
天
真
如
来
之
講
肆
乎
。
古
聖
出
于
伽
耶
、

先
賢
游
于
長
安
、
便
斯
意
也
。（
後
略
（

�

『
永
平
広
録
』
第
八
、
一
法
語
（
四
巻
、
一
三
六
・
一
三
八
頁
（

　

更
に
、
一
二
四
〇
年
撰
述
の
「
伝
衣
」
巻
で
は
、
出
家
の
対
象
者
に
、

あ
ら
ゆ
る
立
場
が
容
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
出
家
前
に
聞
法

が
あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
法
を
聞
く
こ
と
か
ら
省
か
れ
る
人
は
い
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

仏
子
と
な
ら
ん
は
、
天
上
・
人
間
・
国
王
・
百
官
を
と
は
ず
、
在
家
・
出

家
・
奴
婢
・
畜
生
を
論
ぜ
ず
、
仏
戒
を
受
得
し
、
袈
裟
を
正
伝
す
べ
し
。

ま
さ
に
仏
位
に
正
入
す
る
直
道
な
り
。�

「
伝
衣
」（
一
巻
、
三
七
二
頁
（

　

と
こ
ろ
で
、
次
の
『
随
聞
記
』
に
は
、
仏
法
を
学
ぶ
志
が
あ
る
な
ら

ば
叢
林
に
来
る
べ
き
で
あ
る
、
と
あ
る（
（（
（

。

仏
法
に
志
あ
ら
ば
、
山
川
江
海
を
渡
て
も
、
来
て
可
学
。
其
志
な
か
ら
ん

人
に
、
往
向
て
す
す
む
と
も
、
聞
入
ん
事
不
定
也
。

長
円
寺
本
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
三
之
六
（
七
巻
、
八
九
～
九
〇
頁
。
以
下

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
か
ら
の
引
用
は
春
秋
社
本
『
道
元
禅
師
全
集
』
に
依
る
（

　

こ
の
説
示
は
一
見
す
る
と
、
鎌
倉
行
化
と
の
矛
盾
で
あ
り
、
鏡
島
氏

は
、
次
に
示
し
た
よ
う
に
、
晩
年
に
至
っ
て
道
元
禅
師
の
思
想
が
変
化

し
た
た
め
と
す
る（（（
（

。

最
晩
年
に
お
け
る
道
元
禅
師
の
行
状
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
上
に
み
た
よ

う
に
最
晩
年
に
お
け
る
禅
師
は
、『
随
聞
記
』
に
示
さ
れ
る
禅
師
と
は
思
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想
的
に
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
、
禅
師
の
思
想
が
変
化
し

た
の
で
あ
る
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
前
期
に
お
け
る

禅
師
と
の
変
化
を
認
め
な
が
ら
、
前
期
の
思
想
と
整
合
的
に
ど
う
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。

鏡
島
元
隆
「
最
晩
年
の
道
元
禅
師
」（『
道
元
禅
師
と
そ
の
宗
風
』
春
秋
社
、
一

九
九
四
年
二
月
、
二
八
三
頁
（

　

水
野
弥
穂
子
氏
に
よ
れ
ば
、『
随
聞
記
』
の
説
示
は
、
経
済
的
安
定

を
求
め
る
た
め
の
鎌
倉
行
き
の
否
定
で
あ
り
、
鎌
倉
行
化
は
波
多
野
氏

の
懇
請
に
よ
る
も
の
で
、『
随
聞
記
』
の
説
示
と
関
連
し
論
じ
て
は
な

ら
な
い
と
述
べ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
権
力
者
に
近
づ
く
こ
と
を
好
ま
ず
、
山
居
修
行
の
生
活

を
最
も
愛
し
た
道
元
禅
師
の
根
本
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。

水
野
弥
穂
子
「『
宝
慶
記
』
と
『
随
聞
記
』」（『
宗
学
研
究
』
二
三
号
、
一
九
八

一
年
三
月
、
二
一
頁
（

　

ま
た
、
佐
藤
秀
孝
氏
は
、「
い
ま
だ
道
元
禅
師
を
関
東
に
招
く
ほ
ど

の
檀
越
の
動
き
は
存
し
な
か
っ
た
」
と
推
測
し
つ
つ
も
、

　

志
の
な
い
人
の
と
こ
ろ
へ
こ
と
さ
ら
出
か
け
て
行
っ
て
も
、
聞
き
入
れ

て
は
も
ら
え
な
い
、
と
語
る
道
元
禅
師
の
こ
と
ば
は
、
逆
を
い
え
ば
、
志

の
あ
る
人
が
真
に
出
来
た
な
ら
、
関
東
に
下
向
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
い

う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

佐
藤
秀
孝
「
道
元
禅
師
の
鎌
倉
行
化
と
そ
の
周
辺
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論

集
』
二
一
号
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、
二
三
七
頁
（

と
、
鎌
倉
下
向
は
志
あ
る
者
の
意
向
を
受
け
た
も
の
と
論
じ
て
い
る
。

筆
者
も
水
野
弥
穂
子
氏
・
佐
藤
秀
孝
氏
同
様
、
仏
法
を
求
め
る
志
が
な

い
者
に
対
し
て
鎌
倉
に
赴
く
と
い
う
立
場
を
道
元
禅
師
は
否
定
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
願
い
に
応
じ
る
こ
と
は
、
鎌
倉
を
離
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
立
場
の
人
達
を
慮
る
弘
法
救
生
の
現
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

そ
れ
は
、
次
に
挙
げ
た
『
随
聞
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
済
度
利

生
の
実
践
は
、
仏
道
や
自
他
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

只
、
仏
祖
の
行
履
、
菩
薩
の
慈
行
を
学
、
行
じ
て
、
諸
天
善
神
の
、
冥
に

て
ら
す
処
に
慚
愧
し
て
、
仏
制
に
任
て
、
行
じ
も
て
ゆ
か
ば
、
一
切
く
る

し
か
る
ま
じ
き
也
。

�

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
三
之
一
〇
（
七
巻
、
九
三
～
九
四
頁
（

衆
生
を
思
ふ
事
、
親
疎
を
は
か
た
ず
、
平
等
に
済
度
の
心
を
存
じ
、
世
出

世
間
利
益
、
都
、
不
憶
自
利
、
不
被
人
知
、
不
主
被
悦
、
唯
た
為
人
善
き

事
を
、
心
の
中
に
な
し
て
、
我
は
如
是
心
、
も
た
る
と
、
人
不
被
知
也
。

�

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
四
之
三
（
七
巻
、
一
〇
五
頁
（

唯
、
行
好
事
、
為
人
や
す
き
事
を
な
し
て
、
代
を
思
に
、
我
よ
き
名
を
留

め
ん
と
不
思
、
真
実
無
所
得
に
て
、
利
生
の
事
を
な
す
。
即
、
離
吾
我
、

第
一
の
用
心
也
。

�

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
四
之
三
（
七
巻
、
一
〇
五
～
六
頁
（

所
求
を
断
じ
、
仏
果
を
の
ぞ
む
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
と
て
、
修
行
を
と
ど

め
、
本
の
悪
行
に
と
ど
ま
ら
ば
、
還
て
、
是
、
所
求
に
堕
し
、
窠
旧
に
と
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七

ど
ま
る
也
。
全
く
一
分
の
所
期
を
不
存
、
只
、
人
天
の
福
分
と
な
ら
ん
と

て
、
僧
の
威
儀
を
守
り
、
済
度
利
生
の
行
儀
を
思
ひ
、
衆
善
を
好
み
修
し

て
、
本
の
悪
を
す
て
、
今
の
善
に
と
ど
こ
ほ
ら
ず
し
て
、
一
期
、
行
じ
も

て
ゆ
け
ば
、
是
を
古
人
も
、
打
破
漆
桶
底
と
云
也
。
仏
祖
の
行
履
如
是
也
。

�

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
四
之
八
（
七
巻
、
一
一
一
頁
（

決
定
し
て
自
他
の
為
、
仏
道
の
為
に
可
有
詮
事
な
ら
ば
、
身
を
忘
て
も
、

言
ひ
も
し
行
も
す
べ
き
也
。　
　
　
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
五
之
八
（
七
巻
、

一
二
三
頁
（

　

ま
た
、『
御
遺
言
記
録
』
に
は
、
永
平
寺
は
勝
れ
た
場
所
で
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
仏
法
は
い
ず
れ
の
場
所
で
行
じ
て
も
、
そ
こ
が
勝
れ
た
場

所
と
な
る
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

当
寺
依
為
勝
地
雖
執
思
処
、
其
又
可
随
世
随
時
。
仏
法
於
何
地
而
為
所
行

之
勝
地
也
。�

『
御
遺
言
記
録
』（
七
巻
、
一
八
四
頁
（

　

こ
れ
ら
道
元
禅
師
の
思
想
と
鎌
倉
行
化
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、

鎌
倉
の
要
請
に
応
え
た
こ
と
は
、
衆
生
済
度
で
あ
る
と
解
釈
が
可
能
で

あ
り
、
権
力
に
近
づ
き
、
名
利
を
求
め
る
も
の
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
れ
は
京
都
上
洛
に
も
共
通
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
次
に
京
都
上
洛
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　

京
都
上
洛
に
つ
い
て
、
松
岡
由
香
子
氏
は
、
道
元
禅
師
が
永
平
寺
で

孤
立
し
、
絶
望
し
た
結
果
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

道
元
が
京
へ
向
か
っ
た
の
は
、
た
だ
病
気
治
療
の
た
め
と
は
思
え
な
い
。

本
気
で
病
気
を
治
し
て
弟
子
た
ち
を
指
導
す
る
気
な
ら
、
旧
暦
と
は
い
え
、

ま
だ
暑
い
八
月
に
な
ぜ
京
へ
行
く
の
か
。
暑
さ
を
避
け
、
涼
し
い
福
井
の

山
に
身
を
養
い
、
涼
し
く
な
っ
て
京
に
旅
す
る
べ
き
で
あ
る
。
山
を
降
り

て
わ
ず
か
二
十
三
日
で
道
元
は
入
滅
し
て
い
る
。
弟
子
を
愛
し
て
い
た
な

ら
、
山
で
死
ぬ
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。（
中
略
（
弟
子
た
ち
へ
の
誓
い
を

僅
か
三
年
で
破
っ
て
で
も
、
道
元
は
生
ま
れ
故
郷
の
京
都
に
帰
り
た
か
っ

た
の
だ
。
京
の
白
衣
の
家
で
死
ぬ
こ
と
を
選
ん
だ
道
元
に
、
越
前
で
の
山

で
の
孤
立
、
絶
望
を
見
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

松
岡
由
香
子
「
第
三
部�

第
三
章�

十
二
巻
本
の
思
想
的
特
徴
」（『
古
仏
道
元
の

思
惟
』
花
園
大
学
国
際
禅
研
究
所
、
一
九
九
五
年
三
月
、
四
八
六
～
四
八
七
頁
（

　

筆
者
は
松
岡
氏
の
解
釈
が
妥
当
で
は
な
い
こ
と
を
次
に
示
し
て
い
き

た
い
。

　
『
御
遺
言
記
録
』
に
よ
る
と
、
京
都
上
洛
の
理
由
は
、
六
波
羅
か
ら

の
度
々
の
要
請
と
伝
え
た
い
こ
と
が
様
々
あ
る
た
め
、
そ
し
て
医
療
も

兼
ね
て
、
と
三
つ
の
理
由
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
松
岡
氏
は
、「
涼
し

く
な
っ
て
か
ら
京
都
に
行
く
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
る
が
、『
御
遺
言

記
録
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
命
の
終
わ
り
を
意
識
し
て
い
た
道
元
禅
師

に
は
、
一
刻
も
そ
の
猶
予
は
な
か
っ
た
こ
と
は
次
の
一
節
か
ら
伺
え
る
。

決
定
命
終
思
様
処
、
于
今
存
命
矣
。
然
自
六
波
羅
度
々
可
上
洛
之
由
被
申

下
。
依
之
縦
命
終
而
可
申
置
事
等
多
般
上
、
兼
又
為
医
療
、
来
八
月
五
日

可
上
洛
也
。�

『
御
遺
言
記
録
』（
七
巻
、
一
八
六
頁
（

　

次
に
挙
げ
る
『
建
撕
記
』
で
は
、
京
都
上
洛
に
つ
い
て
、

或
日
一
日
室
内
ヲ
経
行
ア
ツ
テ
、
低
声
ニ
誦
而
云
若
於
園
中
、
若
於
林
中
、
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若
於
樹
下
、
若
於
僧
坊
、
若
白
衣
舎
、
若
在
殿
堂
、
若
山
谷
曠
野
、
是
中

皆
応
起
塔
供
。
所
以
者
何
。
当
知
是
処
、
即
是
道
場
。
諸
仏
於
此
、（
而

涅
槃
（
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
諸
仏
於
此
、
転
於
法
輪
、
諸
仏
於
此
、

而
般
涅
槃
ト
誦
シ
畢
テ
、
後
チ
此
文
ヲ
、
軈
テ
、
面
前
ノ
柱
ニ
、
書
ツ
ケ

給
ウ
。
妙
法
蓮
華
経
庵
ト
書
キ
留
メ
給
。

河
村
孝
道
『
諸
本
対
校
永
平
開
山
道
元
禅
師
行
状�

建
撕
記
』
大
修
館
書
店
、

一
九
七
五
年
四
月
、
八
三
頁

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、「
修
行
し
て
い
る
こ
と
が
諸
仏

の
証
し
で
あ
り
、
説
法
を
し
て
い
る
姿
が
般
涅
槃
で
あ
り
、
い
ず
れ
の

場
所
に
い
よ
う
と
も
道
元
禅
師
に
と
っ
て
は
、
全
て
の
場
所
が
修
行
道

場
な
の
で
あ
り
、
全
て
の
場
所
が
法
輪
を
転
ず
る
場
所
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
か
ら
、
道
元
禅
師
は
最
後
ま
で
「
修
行
」
と
「
衆
生
済
度
」
と

共
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
松
岡
氏
の
「
絶
望
や
孤
立
」
そ
し
て

「
生
ま
れ
故
郷
に
帰
り
た
か
っ
た
」
と
い
う
理
由
付
け
に
は
反
論
し
た

い
。

　

そ
の
衆
生
済
度
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
『
宝
慶
記
』
に
、「
仏
に
代

わ
っ
て
法
を
説
く
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
説
法
の
場
所
に
お
い
て
は
、

道
元
禅
師
は
菩
薩
と
し
て
仏
に
代
わ
っ
て
接
化
し
て
い
た
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
た
。

七
仏
法
、
乃
是
釈
迦
牟
尼
仏
法
也
。
釈
迦
牟
尼
仏
法
、
乃
七
仏
法
也
。
自

爾
以
降
、
二
十
八
伝
而
至
菩
提
達
磨
尊
者
。
ゝ
ゝ
親
到
震
旦
、
正
伝
正
法

救
済
迷
情
、
五
伝
而
至
曹
谿
。
ゝ
ゝ
二
神
足
、
青
原
・
南
嶽
之
児
孫
、
今

称
善
知
識
、
而
代
仏
揚
化
。�

『
宝
慶
記
』（
七
巻
、
三
二
・
三
四
頁
（

　

そ
の
教
化
の
対
象
は
、「
礼
拝
得
髄
」
巻
に
み
ら
れ
る
「
衆
生
無
辺

誓
願
度
」
の
意
識
か
ら
も
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
権
力
者
で
あ
っ
て

も
、
在
家
者
で
あ
っ
て
も
、
一
人
も
漏
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

女
人
を
み
じ
と
願
せ
ば
、
衆
生
無
辺
誓
願
度
の
と
き
も
、
女
人
を
す
つ
べ

き
か
。
捨
て
ば
菩
薩
に
あ
ら
ず
、
仏
慈
悲
と
云
は
ん
や
。

�

「
礼
拝
得
髄
」（
一
巻
、
三
一
一
頁
（

　
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
で
は
、
菩
薩
と
し
て
の
自
覚
が
強
調
さ
れ
て

お
り
、
自
身
が
仏
で
あ
る
こ
と
に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
松
岡
氏
は
、

　
「
こ
の
功
徳
を
も
っ
て
先
ず
一
切
衆
生
を
度
し
、
見
仏
聞
法
し
て
仏
祖

の
窟
裏
に
落
ち
ん
と
す
る
な
り
。
そ
の
後
永
平
大
事
を
打
開
し
て
、
樹
下

に
坐
し
て
魔
波
旬
を
破
り
、
最
正
覚
を
成
ぜ
ん
」
と
い
う
誓
い
は
、「
一

生
参
学
の
大
事
こ
こ
に
お
は
り
ぬ
…
…
弘
法
救
生
を
お
も
ひ
と
せ
り
」

（『
弁
道
話
』（
か
ら
は
遙
か
に
後
退
し
て
い
る
。

松
岡
由
香
子
「
第
三
部�

第
三
章�

十
二
巻
本
の
思
想
的
特
徴
」（『
古
仏
道
元
の

思
惟
』
花
園
大
学
国
際
禅
研
究
所
、
一
九
九
五
年
三
月
、
四
八
五
頁
（

と
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
の
内
容
は
、『
辦
道
話
』
の
説
示
か
ら
遙
か

に
後
退
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
筆
者
は
、
仏
に
代
わ
っ
て
説
く
場
合

と
、
自
身
に
お
け
る
誓
願
で
は
、
そ
の
自
覚
の
重
点
が
異
な
る
た
め
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

以
上
、
鎌
倉
行
化
・
京
都
上
洛
に
つ
い
て
は
、
名
利
を
得
る
た
め
に
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権
力
に
近
づ
く
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
共
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
な
る
。
し
か
し
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
お
い
て

は
、
先
述
し
た
文
献
や
、
注
記
の
（
⓾
（
に
も
記
載
し
た
よ
う
に
、

「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
が
山
居
の
誓
い
を
立
て
た
こ
と
と
鎌
倉
行
化
・

京
都
上
洛
と
い
っ
た
行
業
に
は
齟
齬
が
な
い
と
思
わ
れ
る（（（
（

。

五
、「
大
事
」
の
考
察

　

そ
れ
で
は
最
後
に
「
大
事
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、

釈
尊
の
成
道
と
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
み
ら
れ
る
「
大
事
」
に
つ
い

て
道
元
禅
師
の
著
作
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
し
、「
不
離
吉
祥
山
示

衆
」
の
「
大
事
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
次
の
「
仏
道
」
巻
で
は
、
釈
尊
と
百
千
万
分
の
一
分
に
お
よ

ぶ
こ
と
を
喜
び
、
釈
尊
と
斉
し
く
あ
り
た
い
こ
と
を
願
う
文
言
が
見
ら

れ
る
。世

尊
在
世
に
一
毫
も
た
が
は
ざ
ら
ん
と
す
る
、
な
ほ
百
千
万
分
の
一
分
に

お
よ
ば
ざ
る
こ
と
を
う
れ
へ
、
お
よ
べ
る
を
よ
ろ
こ
び
、
違
せ
ざ
ら
ん
と

ね
が
ふ
を
、
遺
弟
の
畜
念
と
せ
る
の
み
な
り
。

�

「
仏
道
」（
一
巻
、
四
八
七
頁
（

　

右
記
の
内
容
は
、
次
の
「
自
性
三
昧
」
巻
に
も
見
ら
れ
、
祖
道
と
は

あ
く
ま
で
も
近
づ
き
、
志
す
も
の
で
あ
り
、
祖
道
と
同
等
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

た
だ
仏
法
祖
道
を
自
己
の
身
心
に
あ
ひ
ち
か
づ
け
、
あ
ひ
い
と
な
む
を
、

よ
ろ
こ
び
、
の
ぞ
み
、
こ
こ
ろ
ざ
す
べ
し
。

�

「
自
性
三
昧
」（
二
巻
、
二
〇
〇
頁
（

　

し
か
し
、「
発
菩
提
心
」
巻
で
は
、
次
の
よ
う
に
自
未
得
度
先
度
他

の
こ
こ
ろ
を
発
せ
ば
、
初
発
心
が
そ
の
ま
ま
仏
果
菩
提
と
な
る
と
い
う

説
示
が
見
ら
れ
る
。

　

発
心
と
は
、
は
じ
め
て
自
未
得
度
先
度
他
の
心
を
お
こ
す
な
り
、
こ
れ

を
、
初
発
菩
提
心
、
と
い
ふ
。（
中
略
（

　

い
は
ゆ
る
畢
竟
と
は
、
仏
果
菩
提
な
り
。
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
と
初

発
菩
提
心
と
格
量
せ
ば
、
劫
火
・
蛍
火
の
ご
と
く
な
る
べ
し
と
い
へ
ど
も
、

自
未
得
度
先
度
他
の
こ
こ
ろ
お
こ
せ
ば
、
二
無
別
な
り
。

�

「
発
菩
提
心
」（
二
巻
、
三
三
四
頁
（

　

筆
者
は
こ
れ
を
、
自
未
得
度
先
度
他
の
こ
こ
ろ
を
発
す
こ
と
が
い
か

に
難
し
い
こ
と
で
あ
る
か
を
説
い
て
い
る
も
の
と
解
釈
し
た
い
。

　

道
元
禅
師
の
著
作
に
は
、
左
記
に
挙
げ
た
「
証
悟
戒
法
法
語
」
の
よ

う
に
、
仏
道
修
行
に
は
無
常
を
観
じ
る
こ
と
、
吾
我
や
名
利
を
離
れ
る

べ
き
こ
と
が
繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
徹
底
さ
れ
な
け
れ

ば
、
真
に
自
未
得
度
先
度
他
の
こ
こ
ろ
は
発
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
と
り
と
云
は
、
別
事
に
あ
ら
ず
、
形
式
戒
法
立
て
の
ち
の
事
な
り
。

今
時
の
僧
、
み
だ
り
に
祖
師
の
語
を
見
て
、
思
量
し
分
別
し
て
、
戒
行
不

足
に
し
て
さ
と
れ
り
と
い
へ
ど
も
、
是
末
世
法
を
み
だ
り
、
人
を
ま
ど
は

す
大
罪
人
な
り
。
仏
一
代
の
説
法
、
一
切
諸
経
は
、
皆
是
小
玉
を
よ
ぶ
手
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〇
〇

段
な
る
事
を
し
ら
ず
。
さ
と
れ
る
も
の
は
、
戒
法
正
し
く
、
物
我
な
く
、

大
慈
円
満
に
し
て
、
も
ろ
も
ろ
を
す
く
へ
り
。
あ
さ
ま
し
き
か
な
、
末
世

の
法
は
俗
家
を
た
ぶ
ら
か
し
、
時
に
あ
へ
る
に
こ
こ
ろ
を
よ
せ
、
と
き
に

不
合
の
人
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
か
つ
て
み
る
こ
と
な
く
、
い
ま
の
法
は
、

俗
家
の
世
渡
業
に
も
お
と
り
て
あ
さ
ま
し
。
な
か
な
か
渡
世
の
な
す
事
を

見
れ
ば
、
な
す
事
あ
り
て
取
る
こ
と
あ
り
、
こ
れ
に
は
は
る
か
に
お
と
れ

る
は
、
此
ご
ろ
の
仏
者
の
あ
り
さ
ま
な
り
。
眼
を
さ
ま
し
て
仏
の
真
理
を

わ
き
ま
へ
、
向
上
の
大
路
を
あ
ゆ
む
べ
し
。

�

希
玄　
　

�

「
証
悟
戒
法
法
語
」（
七
巻
、
二
二
二
頁
（

　

そ
し
て
、
次
の
「
八
大
人
覚
」
巻
で
は
、
道
元
禅
師
は
ま
だ
無
上
菩

提
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
釈
尊
と
同
等
で
は
な
い
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
鏡

島
氏
の
よ
う
に
、
悟
っ
た
人
が
改
め
て
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
お
い

て
悟
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
し
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
を
虚
構
の

作
品
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
先
に
挙
げ
た
「
仏
道
」「
自
性
三
昧
」

「
八
大
人
覚
」
巻
も
虚
構
の
作
品
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

い
ま
習
学
し
て
生
生
に
増
長
し
、
か
な
ら
ず
無
上
菩
提
に
い
た
り
、
衆
生

の
た
め
に
こ
れ
を
と
か
む
こ
と
、
釈
迦
牟
尼
仏
に
ひ
と
し
く
し
て
、
こ
と

な
る
こ
と
な
か
ら
む
。�

「
八
大
人
覚
」（
二
巻
、
四
五
七
頁
（

　

ま
た
「
大
事
」
と
い
う
言
葉
は
、『
永
平
広
録
』
四
三
二
上
堂
や

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
三
之
一
一
、
五
之
三
に
も
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
、

石
井
修
道
氏
や
角
田
氏
の
考
察
の
よ
う
に
、
宗
教
的
確
信
や
修
行
の
方

向
性
の
決
択
と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

如
有
勧
励
、
即
能
精
進
、
弁
道
坐
禅
、
成
熟
大
事
因
縁
。

�

『
永
平
広
録
』
第
六
、
四
三
二
上
堂
（
四
巻
、
一
八
頁
（

是
れ
程
の
心
（
欣
求
の
志
の
こ
と
（、
不
発
し
て
、
仏
道
と
云
程
の
一
念

に
、
生
死
の
輪
廻
を
き
る
大
事
を
ば
、
如
何
が
成
ぜ
ん
。
若
、
有
此
心
人

は
、
不
云
下
知
劣
根
、
不
謂
愚
鈍
悪
人
、
必
、
悟
道
す
可
也
。（
中
略
（

只
、
仏
道
を
思
て
、
衆
生
の
楽
を
求
む
べ
し
。

�

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
三
之
一
一
（
七
巻
、
九
五
～
九
六
頁
（

坐
禅
も
、
自
然
に
、
久
し
く
せ
ば
、
忽
然
と
し
て
大
事
を
発
明
し
て
、
坐

禅
の
正
門
な
る
事
を
、
知
る
時
も
有
べ
し
。

�

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
五
之
三
（
七
巻
、
一
一
七
頁
（

　

次
の
『
御
遺
言
記
録
』
に
よ
る
と
、
道
元
禅
師
に
は
、
未
だ
あ
き
ら

め
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は

「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
の
「
大
事
を
打
開
す
る
」
と
は
、
こ
の
こ
と
を

指
す
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
衆
生
済
度
を
し
た
の
ち

に
、
未
だ
あ
き
ら
め
て
い
な
い
こ
と
の
多
く
を
あ
き
ら
め
る
、
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
御
遺
言
記
録
』
に
は
、
道
元
禅
師
が
邪
見
を
お
こ
さ
な
か
っ
た
こ

と
を
喜
び
、
そ
れ
は
正
信
に
依
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
述
べ
、
そ
の
意

味
は
、
日
頃
か
ら
話
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
言
う
「
邪
見
を
お
こ
さ
ず
」「
正
信
を
取
っ
た
こ
と
」
と
は
、

石
井
修
道
氏
の
「
宗
教
的
確
信
」、
角
田
氏
の
「
修
行
の
方
向
性
の
決



道
元
禅
師
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け
る
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さ
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願
（
西
澤
（

三
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一

択
」
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。

今
生
寿
命
者
此
病
必
覚
限
。
凡
人
之
寿
命
必
有
限
、
然
而
非
可
任
于
病
。

日
比
被
見
之
様
、
我
随
分
力
人
、
彼
此
加
医
療
、
雖
然
全
不
平

、
是
又

不
可
驚
。
但
今
生
於
如
来
仏
法
雖
有
未
明
知
之
千
万
、
猶
悦
仏
法
一
切
不

発
邪
見
、
正
是
依
正
法
取
正
信
。
其
大
意
者
、
只
如
日
来
之
所
談
、
一
切

無
異
。
可
被
存
其
趣
也
。�

『
御
遺
言
記
録
』（
七
巻
、
一
八
四
頁
（

　

そ
し
て
、
そ
の
意
味
と
は
、
日
頃
か
ら
話
し
て
い
た
と
の
こ
と
だ
が
、

次
の
『
御
遺
言
記
録
』
に
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
、「
専
ら
道
心
を
習
う
こ
と
」
で
あ
り
、
道
元
禅
師
は
、

真
実
の
道
心
が
な
け
れ
ば
、
衆
生
済
度
、
仏
法
の
弘
通
は
叶
わ
な
い
と

述
べ
、
次
に
本
意（（（
（

を
失
わ
ず
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
前

の
言
葉
を
受
け
て
、
道
元
禅
師
は
衆
生
済
度
の
心
を
失
う
こ
と
が
な

か
っ
た
、
と
説
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

先
師
云
、
我
専
習
道
心
。
而
道
心
最
真
実
者
、
済
度
衆
生
仏
法
弘
通
也
。

心
中
随
事
似
有
表
裡
、
然
而
不
失
本
意
、
云
云
。

�

『
御
遺
言
記
録
』（
七
巻
、
一
九
八
頁
（

　

さ
て
、
こ
こ
で
鏡
島
氏
の
「
す
で
に
さ
と
り
に
至
っ
た
」
と
い
う
解

釈
が
道
元
禅
師
の
著
作
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
仏
と
菩
薩
の
違
い

を
示
し
た
石
井
清
純
氏
の
論
考
に
見
て
み
た
い
。

「
仏
祖
」
の
連
称
が
用
い
ら
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
両
者
が
、
仏
法
護
持
の

意
識
・
姿
勢
と
し
て
同
等
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
両
者
の
一
体
性
の
主
張
は
、
無
批
判
に
そ
れ
ら
の
全

体
に
及
ぼ
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
祖
」
が
「
仏
」
と
ま
っ
た
く
同
一

な
修
行
・
行
為
を
伝
え
る
と
い
う
点
に
お
い
て
の
み
行
わ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。

石
井
清
純
「
道
元
禅
師
の
仏
・
菩
薩
・
祖
の
定
義
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』

三
四
号
、
一
九
九
二
年
三
月
、
一
七
頁
（

　

石
井
清
純
氏
に
よ
る
と
、
仏
と
は
修
行
の
完
成
者
を
い
い
、
道
元
禅

師
に
お
け
る
菩
薩
と
は
、
仏
を
目
指
す
前
段
階
と
し
て
の
色
彩
が
強
く
、

菩
薩
が
仏
と
同
等
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
場
合
、
同
一
の
修
行
・
意
識

に
限
定
さ
れ
る
、
と
い
う
。
ま
た
、
仏
と
菩
薩
に
は
、
仏
法
護
持
と
い

う
共
通
点
は
あ
る
も
の
の
、
菩
薩
は
「
仏
に
代
わ
っ
て
教
化
す
る
」
立

場
で
あ
り
、「
さ
と
り
」
は
仏
や
祖
と
し
て
の
属
性
と
し
て
は
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
道
元
禅
師
は
こ
れ
で
十
分
と
い
っ
た
完
成
体
を
否
定
し

て
い
る
、
と
「
仏
・
菩
薩
・
祖
」
を
定
義
し
て
い
る
。

　

更
に
、
石
井
修
道
氏
は
、「
仏
性
」
巻
か
ら
「
さ
と
り
は
無
常
で
あ

る
」
と
の
文
言
を
引
用
し
、
道
元
禅
師
が
普
遍
的
な
真
理
を
設
定
し
て

い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　

�

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
こ
れ
仏
性
な
る
が
ゆ
へ
に
無
常
な
り
、
大

般
涅
槃
、
こ
れ
無
常
な
る
が
ゆ
へ
に
仏
性
な
り
。「
仏
性
」
巻
（
一

巻
、
二
五
頁
（

　

普
遍
的
な
無
上
正
等
覚
、
つ
ま
り
永
遠
の
真
理
を
設
定
す
る
こ
と
は
厳

に
誡
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
意
に
沿
っ
て
言
え
ば
、「
さ
と
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り
は
無
常
な
り
」
と
断
言
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
さ
と
り
は
永
遠
不
滅

の
真
理
を
体
験
す
る
と
は
絶
対
に
言
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

石
井
修
道
「
第
四
〇
話�

そ
の
一�

中
国
禅
宗
史
と
道
元
禅
」（『
中
国
禅
宗
史
話�

真
字
「
正
法
眼
蔵
」
に
学
ぶ
』
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
九
月
、
五
三
八

～
五
三
九
頁
（

　

以
上
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
お
け
る
「
大
事
」
の
考
察
を
試
み

た
が
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
は
、
解
脱
や
悟
り
と
い
う
文
言
は
な

く
、
最
正
覚
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
。
道
元

禅
師
に
お
い
て
仮
に
「
完
成
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

ず
っ
と
未
来
に
あ
る
最
正
覚
で
あ
る
と
思
わ
れ
、「
す
で
に
さ
と
り
に

至
っ
た
」
と
す
る
鏡
島
氏
の
解
釈
は
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
お
い
て

は
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

結 

論

　
『
弁
道
話
』
の
「
大
事
」
が
「
悟
り
に
至
っ
た
こ
と
」
と
解
釈
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
鏡
島
氏
に
よ
っ
て
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
は
虚
構
の

作
品
と
見
な
さ
れ
た
。
本
論
で
は
、『
辦
道
話
』
と
「
不
離
吉
祥
山
示

衆
」
に
み
ら
れ
る
大
事
の
諸
解
釈
を
挙
げ
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
の

内
容
を
肯
定
し
た
石
井
修
道
氏
、
角
田
氏
の
説
を
受
け
、
道
元
禅
師
の

著
作
か
ら
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
と
の
関
連
性
が
見
ら
れ
た
こ
と
を

提
示
し
た
。

　

永
平
寺
を
離
れ
な
い
と
い
う
示
衆
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
が
、
永
平

寺
に
留
ま
る
こ
と
を
否
定
す
る
説
示
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
道
元
禅
師
の

初
期
の
著
作
か
ら
一
貫
し
て
い
る
衆
生
済
度
の
思
い
は
、
一
切
衆
生
を

対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
教
化
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
人
は
存
在
し
な

い
こ
と
か
ら
も
、
鎌
倉
行
化
や
京
都
上
洛
の
内
容
は
思
想
的
変
化
で
は

な
い
こ
と
を
論
じ
た
。������������������������

　
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
は
、
永
平
寺
を
離
れ
な
い
理
由
と
し
て
、

修
行
の
功
徳
を
衆
生
済
度
に
巡
ら
せ
る
た
め
、
と
あ
る
。
そ
れ
は
、
修

行
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
衆
生
済
度
に
な
る
と
い
う
、
道
元
禅
師
に
お

け
る
弘
法
救
生
と
は
何
か
、
と
い
う
信
念
や
確
信
と
い
っ
た
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

修
行
を
し
て
い
る
こ
と
が
衆
生
済
度
で
あ
る
と
い
う
確
信
と
な
る
と
、

教
化
の
対
象
は
出
家
者
や
狭
い
範
囲
で
の
在
俗
教
化
と
な
っ
て
し
ま
う

が
、
筆
者
は
、
修
行
と
衆
生
済
度
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

　

す
な
わ
ち
、
修
行
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
衆
生
済
度
で
あ
る
と
い
う

意
味
は
、
自
ら
の
修
行
を
弟
子
や
在
俗
に
見
せ
、
聞
か
せ
、
分
か
る
ま

で
質
問
に
応
じ
、
道
心
を
発
さ
せ
、
出
家
さ
せ
、
共
に
修
行
し
、
仏
種

を
嗣
い
で
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
教
化
は
『
御
遺
言
記
録
』
の
内
容

や
京
都
上
洛
と
関
連
さ
せ
れ
ば
、
永
平
寺
に
限
定
さ
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
の
場
所
に
お
い
て
も
道
元
禅
師
に
は
勝
れ
た
修
行
道
場
た
り

え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
衆
生
済
度
の
伴
わ

な
い
修
行
は
修
行
で
は
な
い
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
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こ
こ
で
、「
大
事
を
打
開
す
る
」
に
つ
い
て
先
行
業
績
の
解
釈
を
確

認
し
た
い
。
石
井
修
道
氏
は
、
自
未
得
度
先
度
他
の
心
を
お
こ
す
こ
と
、

角
田
氏
は
、
釈
尊
の
成
道
と
同
等
の
意
味
で
あ
る
、
と
す
る
。

　

筆
者
は
「
大
事
を
打
開
す
る
」
と
「
最
正
覚
」
の
違
い
を
、
行
が
満

ち
て
い
る
か
ど
う
か
に
見
出
し
、「
大
事
を
打
開
す
る
」
は
、
最
正
覚

と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
、「
大
事
を

打
開
す
る
」
以
下
の
示
衆
を
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

　
「
大
事
を
打
開
す
る
」
と
は
、
一
切
衆
生
を
度
し
た
の
ち
に
な
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
御
遺
言
記
録
』
に
み
ら
れ
た
、
ま
だ
あ
き

ら
め
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
い
い
、「
不
離
吉
祥
山

示
衆
」
の
次
に
続
く
一
節
で
あ
る
、「
樹
下
に
坐
し
て
」
と
は
、
全
て

を
明
ら
か
に
し
た
と
し
て
も
修
行
を
継
続
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
世
間

の
名
利
に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
を
「
魔
波
旬（（（
（

を
破
る
」
と
示
し
、
最
終

的
に
、
行
が
満
ち
て
仏
と
な
る
こ
と
が
、「
最
正
覚
を
成
ぜ
ん
」
で
あ

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

劫
が
満
ち
て
正
覚
を
得
た
後
も
衆
生
済
度
が
終
わ
り
な
き
修
行
と
一

体
で
あ
る
と
す
る
解
釈
は
、
次
の
「
行
仏
威
儀
」
巻
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
釈
尊
は
今
も
尚
、
兜
率
天
に
お
い
て
説
法
し
て
い
る
こ
と
を
道
元

禅
師
が
説
い
て
い
る
こ
と
に
よ
り
明
確
で
あ
る
。

　

祖
宗
い
は
く
、
釈
迦
牟
尼
仏
、
迦
葉
仏
の
所
に
従
っ
て
正
法
を
伝
え
て

よ
り
、
兜
率
天
に
往
て
、
兜
率
陀
天
を
化
し
て
今
に
有
る
在
り
。

　

ま
こ
と
に
し
る
べ
し
、
人
間
の
釈
迦
は
、
こ
の
と
き
滅
度
現
の
化
を
し

け
り
と
い
へ
ど
も
、
上
天
の
釈
迦
は
、
于
今
有
在
に
し
て
化
天
す
る
も
の

な
り
。�

「
行
仏
威
儀
」（
一
巻
、
六
五
頁
（

　

つ
ま
り
、
南
閻
浮
洲
で
の
衆
生
済
度
が
終
わ
り
、
満
劫
に
よ
り
最
正

覚
を
成
じ
て
も
、
他
の
世
界
で
新
た
に
衆
生
済
度
を
し
て
い
る
釈
尊
と

斉
し
く
あ
り
た
い
と
の
願
い
で
あ
り
、
ま
た
、
修
行
が
な
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
釈
尊
の
最
正
覚
を
現
し
て
い
る
道
元
禅
師
に
お
い
て
、
修

行
の
完
結
は
あ
り
得
な
い
。

　
「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
と
は
、
衆
生
に
は
仏
と
し
て
対
応
す
る
と
い

う
「
誓
い
」
で
あ
り
、
釈
尊
に
対
し
て
は
斉
し
く
な
り
た
い
と
の
「
願

い
」
で
は
な
い
か
。
衆
生
に
は
仏
と
し
て
対
し
て
い
く
と
い
う
誓
い
は
、

釈
尊
の
最
正
覚
を
、
は
る
か
か
な
た
の
こ
と
と
す
る
の
で
は
な
く
、
た

と
え
そ
の
一
部
で
あ
っ
て
も
、
道
元
禅
師
は
修
行
の
時
点
に
仏
を
現
し

て
い
る
こ
と
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。

　

最
正
覚
を
成
ず
る
と
は
、
衆
生
済
度
が
成
就
さ
れ
た
後
で
な
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
衆
生
済
度
な
し
で
は
成
立
し
な
い
。「
不
離
吉
祥

山
示
衆
」
に
は
、
修
行
と
一
切
衆
生
を
度
す
こ
と
が
一
体
な
る
も
の
と

し
て
示
さ
れ
、
そ
れ
は
菩
薩
と
し
て
の
自
覚
と
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
点
に
お
い
て
、『
建
撕
記
』
に
の
み
見
ら
れ
る
示
衆
で
は
あ

る
が
、
筆
者
は
こ
の
示
衆
を
重
視
す
べ
き
内
容
と
考
え
る
。

　

最
後
に
筆
者
は
、
本
論
冒
頭
で
「
大
事
を
打
開
す
る
」
と
「
最
正
覚

を
成
ぜ
ん
」
を
仮
に
「
さ
と
り
」
と
表
現
し
た
。「
不
離
吉
祥
山
示

衆
」
に
限
定
し
た
上
で
、「
さ
と
り
」
と
は
何
か
を
こ
こ
で
敢
え
て
定



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

三
〇
四

義
す
る
な
ら
ば
、「
行
が
満
た
さ
れ
た
状
態
、
つ
ま
り
最
正
覚
を
い

う
」
と
し
た
い
。
た
だ
し
、
衆
生
済
度
の
舞
台
は
永
遠
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
道
元
禅
師
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
決
し
て
修
行
の
終
結
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
も
付
記
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

注
記

（
１
（�

さ
と
り
に
つ
い
て
の
主
な
関
連
論
文
と
要
約
を
以
下
に
示
す
。
池
田
魯

参
氏
は
、「
道
元
禅
師
の
さ
と
り
―
『
大
悟
』
の
巻
か
ら
―
」（『
宗
学
研
究
』

三
九
号
、
一
九
九
七
年
三
月
、
三
一
頁
（
に
お
い
て
、「「
悟
」
と
は
「
仏

が
成
就
し
た
智
慧
と
慈
悲
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
大
」
と
は
、
大
・
多
・

勝
の
大
で
あ
り
、
相
待
を
越
え
る
「
絶
待
」
の
意
で
あ
る
」
と
す
る
。
石

井
修
道
氏
は
、「
第
六
章�

叱
咤
時
脱
落
の
虚
構
―
身
心
脱
落
の
誤
解
」

（『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
七
年
一
一
月
、
四
三

九
～
四
四
〇
頁
（
に
お
い
て
、「
さ
と
り
は
「
い
つ
」
を
問
題
に
す
べ
き
で

は
な
く
、「
い
か
に
し
て
」
の
「
あ
り
よ
う
」
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
、
ま
た
「
道
元
の
霊
夢
の
中
で
の
大
梅
法
常
と
の
出
会
い
と
修

証
観
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
四
二
号
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
、

五
五
頁
（
に
お
い
て
、「
道
元
は
原
典
の
「
経
于
八
載
、
忽
然
有
省
」
を
金

沢
文
庫
本
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
第
一
則
に
は
、「
於
是
執
侍
八
年
、
方
省
前

話
〈
是
に
お
い
て
執
侍
す
る
こ
と
八
年
、
方
に
前
の
話
を
省
ら
む
〉」
と

あ
っ
て
、「
忽
然
と
し
て
」「
悟
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
な
い
点
は
見

逃
せ
な
い
。」
と
述
べ
、
道
元
禅
師
の
悟
り
に
つ
い
て
、
大
梅
法
常
と
の
因

縁
を
重
視
し
て
い
る
。
石
井
清
純
氏
は
、「『
正
法
眼
蔵
』「
現
成
公
案
」
の

巻
の
主
題
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
二
八
号
、
一
九

九
七
年
一
〇
月
、
二
三
二
頁
（
に
お
い
て
、「
悟
り
」
と
は
全
体
認
識
で
は

な
く
部
分
認
識
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
ま
た
、「
道
元
禅
師
に
お
け
る
仏
祖

と
の
共
生
に
つ
い
て
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
六
四
号
、
一
九
九
九
年

五
月
（
に
お
い
て
、
道
元
禅
師
の
悟
り
の
特
徴
を
完
成
と
し
て
表
現
し
な

か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
「
道
元
禅
師
に
お
け
る
般
若
と
風

鈴
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
三
号
、
二
〇
〇
八
年
七
月
（
で
は
、
さ

と
り
の
具
体
的
分
類
を
行
っ
て
い
る
。
伊
藤
秀
憲
氏
は
、「
第
五
章�

道
元

禅
の
思
想
的
研
究
」（『
道
元
禅
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
八
年
一
二
月
、

四
五
八
～
四
五
九
頁
（
に
お
い
て
、『
永
平
広
録
』
五
一
三
上
堂
に
依
り
、

道
元
禅
師
は
聡
明
を
魔
と
譬
え
、
悟
は
思
量
分
別
に
よ
っ
て
解
す
る
と
こ

ろ
の
も
の
で
は
な
い
、
と
し
、
悟
と
は
聡
明
・
思
量
分
別
で
は
な
い
と
し

て
い
る
。
永
井
政
之
氏
は
、「
僧
侶
と
儀
礼
」（『
僧
侶
―
そ
の
役
割
と
課
題

―
』
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
一
四
四
頁
（
に

お
い
て
、
道
元
禅
師
は
学
道
に
「
大
悟
」
と
い
う
到
達
点
を
設
定
せ
ず
、

継
続
的
な
修
行
が
特
色
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
西
嶋
和
夫
氏
は
、「
正
法

眼
蔵
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
の
四
諦
論
理
的
展
開
」（『
宗
学
研
究
』
一
九

号
、
一
九
七
七
年
三
月
（
に
お
い
て
、「
悟
」
は
理
想
主
義
・
苦
諦
論
的
側

面
を
持
つ
用
語
、「
覚
」
は
実
集
諦
的
、
唯
物
論
的
な
用
語
、「
証
」
は
苦

諦
（
未
来
志
向
型
（、
集
諦
（
過
去
志
向
型
（
を
止
揚
し
た
現
在
志
向
型
と

し
て
の
用
語
、「
道
」
は
悟
・
覚
・
証
を
進
め
た
、
現
実
そ
の
も
の
を
提
示
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師
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澤
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三
〇
五

す
る
用
語
と
定
義
し
て
い
る
。
松
岡
由
香
子
氏
は
、「
道
元
の
身
心
脱
落
承

当
の
時
」（『
宗
学
研
究
』
三
七
号
、
一
九
九
五
年
三
月
（
に
お
い
て
、
さ

と
り
を
「
慧
解
脱
」「
見
性
」「
只
管
打
坐
の
と
こ
ろ
に
現
成
し
て
い
る
も

の
」「
言
語
化
さ
れ
た
も
の
」
と
四
項
目
に
分
類
し
、「
承
当
は
一
生
参
学

の
大
事
が
畢
る
こ
と
」、「
無
上
菩
提
は
只
管
打
坐
の
と
こ
ろ
に
受
用
さ
れ

て
い
て
、
欠
け
て
い
る
の
は
そ
れ
が
根
本
的
に
分
か
る
こ
と
」
と
す
る
。

遊
亀
敎
授
氏
は
、『
親
鸞
と
道
元
』（
講
談
社
、
一
九
八
六
年
三
月
、
三
九

～
四
〇
頁
（
に
お
い
て
、「
身
心
脱
落
の
体
験
は
、
打
坐
中
に
一
つ
の
関
門

を
突
破
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
直
ち
に
終
点
へ
到
達
し
た
の
で
は

な
い
。「
悟
り
て
も
、
な
お
行
道
す
べ
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
証
は
無
限
で

あ
っ
て
、
た
え
ず
証
を
証
し
て
ゆ
く
無
窮
の
道
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
２
（�　

�

九
月
初
十
日
、
師
、
衆
に
示
し
て
云
く
、「
今
日
従
り
尽
未
来
際
、
永

平
老
漢
恒
常
に
山
に
在
っ
て
、
昼
夜
当
山
の
境
を
離
れ
ず
。
国
王
の

宣
命
を
蒙
る
と
い
え
ど
も
、
ま
た
誓
っ
て
当
山
を
離
れ
ず
。
そ
の
意

如
何
。
た
だ
昼
夜
間
断
な
く
精
進
経
行
、
積
功
累
徳
せ
ん
と
欲
す
る

が
故
な
り
。
こ
の
功
徳
を
も
っ
て
先
ず
一
切
衆
生
を
度
し
、
見
仏
聞

法
し
て
仏
祖
の
窟
裏
に
落
ち
ん
と
す
る
な
り
。
そ
の
後
永
平
大
事
を

打
開
し
て
、
樹
下
に
坐
し
て
魔
波
旬
を
破
り
、
最
正
覚
を
成
ぜ
ん
」

と
。
重
ね
て
こ
の
儀
を
宣
べ
ん
と
欲
し
て
、
偈
を
も
っ
て
説
い
て
云

く
、

�

　
　
　
　

古
仏
の
修
行
多
く
山
に
あ
り
、
春
秋
冬
夏
ま
た
山
に
居
す
、

�

　
　
　
　

永
平
古
の
蹤
跡
を
慕
わ
ん
と
欲
し
て
、
十
二
時
中
常
に
山
に
在
り
。

�

（
七
巻
、
二
九
七
頁
（

（
３
（�「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
に
関
す
る
論
考
を
以
下
に
要
約
す
る
。
東
隆
眞
氏

は
、「
道
元
禅
師
の
誓
願
の
種
々
相
」（『
宗
学
研
究
』
二
五
号
、
一
九
八
三

年
三
月
（
に
お
い
て
、「
其
後
永
平
打
開
大
事
」
以
下
と
以
前
と
は
、
文
脈

が
直
結
し
な
い
と
捉
え
、
そ
の
理
由
を
筆
録
者
な
い
し
編
集
者
の
時
点
で

生
じ
た
錯
簡
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
氏
は
、「
八�

尽
未
来
際

永
平
寺
を
離
れ
な
い
誓
約
」（『
誓
願
に
生
き
る
』
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九

九
〇
年
四
月
（
に
お
い
て
、
こ
の
示
衆
が
尊
ば
れ
、
永
平
寺
に
は
い
ま
も

道
元
禅
師
は
生
き
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
石
井
修
道
氏
は
、「
宗
学
・

禅
宗
史
と
新
「
宗
学
」（
三
（」（『
宗
学
と
現
代
』
二
号
、
一
九
九
八
年
一

〇
月
（、『
最
近
の
道
元
禅
師
研
究
に
想
う
』（
石
見
曹
洞
宗
青
年
会
、
一
九

九
四
年
一
〇
月
（
に
お
い
て
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
と
十
二
巻
『
正
法
眼

蔵
』
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
石
井
清
純
氏
「
未
来
永
劫
に
永
平

寺
を
離
れ
な
い
こ
と
を
衆
に
示
す
」（『
原
文
対
照
現
代
語
訳�

道
元
禅
師
全

集
17�

―
法
語
・
歌
頌
等
―
』
春
秋
社
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
二
五
四
～

二
五
五
頁
、
三
三
三
～
三
三
四
頁
（
に
は
、
現
代
語
訳
と
解
題
が
付
さ
れ

て
い
る
。
中
世
古
祥
道
氏
は
、「
伝
道
元
禅
師
「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示

衆
」
と
伝
明
全
筆
「
伝
授
師
資
相
承
偈
」
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
四

二
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
八
四
頁
（
に
お
い
て
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」

の
真
偽
に
つ
い
て
否
定
的
見
解
を
示
し
て
い
る
。
松
岡
由
香
子
氏
は
、「
第

三
部�

第
三
章�

十
二
巻
本
の
思
想
的
特
徴
」（『
古
仏
道
元
の
思
惟
』
花
園
大

学
国
際
禅
研
究
所
、
一
九
九
五
年
三
月
、
四
八
四
～
四
八
五
頁
（
に
お
い



道
元
禅
師
に
お
け
る
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さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

三
〇
六

て
、「
衆
生
済
度
を
第
一
に
掲
げ
な
い
道
元
は
、
自
ら
に
対
し
て
も
、
道
を

得
た
者
と
い
う
自
信
を
失
っ
て
い
る
」
と
し
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
は

『
辦
道
話
』
の
誓
約
を
破
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
敗
北
宣
言

で
あ
る
と
す
る
。
山
折
哲
雄
氏
は
『
道
元
』（
清
水
書
院
、
一
九
七
八
年
九

月
、
一
八
五
～
一
八
六
頁
（
に
お
い
て
、「
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
は
道
元
禅

師
が
書
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
鎌
倉
下
向
に
対
す
る
反
動
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。

（
４
（�

対
応
す
る
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
発
心
と
は
、

は
じ
め
て
自
未
得
度
先
度
他
の
心
を
お
こ
す
な
り
、
こ
れ
を
初
発
菩
提
心

と
い
ふ
。
こ
の
心
を
お
こ
す
よ
り
の
ち
、
さ
ら
に
そ
こ
ば
く
の
諸
仏
に
あ

ふ
た
て
ま
つ
り
、
供
養
し
た
て
ま
つ
る
に
、
見
仏
聞
法
し
、
さ
ら
に
菩
提

心
を
お
こ
す
、
雪
上
加
霜
な
り
。」（
二
巻
、
三
三
四
頁
（

（
５
（�『
辦
道
話
』
に
お
け
る
大
事
解
釈
は
以
下
の
通
り
。
河
村
孝
道
氏
は
、

（「
問
題
提
起
」『
ブ
ッ
ダ
か
ら
道
元
へ
―
仏
教
討
論
集
』
所
収
、
東
京
書
籍
、

一
九
九
二
年
五
月
、
二
三
六
頁
（
に
お
い
て
、
自
己
ぐ
る
み
の
万
法
の
実

相
へ
の
開
眼
が
、
い
わ
ゆ
る
〝
身
心
脱
落
〟
で
あ
り
、
仏
祖
の
修
証
へ
の

揺
る
ぎ
な
い
視
座
の
決
着
を
こ
そ
〝
大
事
了
畢
〟
と
す
る
。
石
井
修
道
氏

は
、（「
宗
学
・
禅
宗
史
と
新
「
宗
学
」（
三
（『
宗
学
と
現
代
』
二
号
、
一

九
九
八
年
一
〇
月
、
三
〇
〇
～
三
〇
一
頁
（
に
お
い
て
、「
一
生
参
学
の
大

事
、
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
」
は
宗
教
的
信
念
の
確
立
と
し
、「
面
授
」
巻
の

「
面
授
法
門
、
現
成
せ
り
」
と
い
う
言
葉
と
、「
一
生
参
学
の
大
事
、
こ
こ

に
を
は
り
ぬ
」
と
い
う
言
葉
と
の
差
に
お
い
て
、「
一
生
参
学
の
大
事
」
の

み
に
価
値
転
換
が
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
す
る
。
伊
藤
隆
寿
氏
は
、（「
第

九
章�

道
元
の
中
国
仏
教
批
判
」『
中
国
仏
経
の
批
判
的
研
究
』
大
蔵
出
版
、

一
九
九
五
年
五
月
、
四
三
二
頁
、
四
三
九
頁
（
に
お
い
て
、「
一
生
参
学
の

大
事
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
」
は
、
入
宋
か
ら
帰
国
し
て
間
も
な
い
頃
の
一
時

期
の
道
元
の
姿
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
道
修
行
が
終
了
し
た
わ

け
で
は
な
い
、
と
す
る
。
角
田
泰
隆
氏
は
、（「
道
元
禅
師
の
修
証
観
―
は

る
か
な
る
仏
道
と
い
う
視
点
―
」『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
六
号
、
二

〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
一
二
八
～
一
二
九
頁
（
に
お
い
て
、
正
し
い
仏
道
修

行
の
出
発
点
で
あ
り
、
成
道
と
は
異
な
る
と
す
る
。
松
本
史
朗
氏
は
、

（「
批
判
宗
学
の
可
能
性
（
二
（
―
道
元
の
思
想
に
つ
い
て
―
」『
宗
学
と
現

代
』
二
号
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
、
九
七
～
一
〇
一
頁
（（「
第
六
章�

深
信

因
果
に
つ
い
て
―
道
元
の
思
想
に
関
す
る
私
見
―
」（
禅
思
想
の
批
判
的
研

究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
四
年
一
月
、
六
二
四
～
六
二
六
頁
（
に
お
い
て
、

「
一
生
参
学
の
大
事
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
」
と
は
、
す
で
に
悟
っ
た
・
仏
で
あ

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

（
６
（�「
信
念
」
に
つ
い
て
石
井
修
道
氏
は
、「
道
元
の
坐
禅
と
瞑
想
―
「
坐
禅

は
習
禅
に
あ
ら
ず
」
を
て
が
か
り
と
し
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

五
三
巻
二
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
四
八
一
頁
（
に
お
い
て
、「「
一
生
参

学
の
大
事
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
」
を
信
心
決
定
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

「
第
四
章�

道
元
の
宋
代
禅
批
判
」（『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』
大
蔵
出

版
、
一
九
九
一
年
八
月
、
二
九
三
頁
（
に
お
い
て
も
、「「
つ
ひ
に
太
白
峰

の
浄
禅
師
に
参
じ
て
、
一
生
参
学
の
大
事
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
」
と
記
し
て
、



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

三
〇
七

如
浄
と
の
出
合
い
こ
そ
道
元
禅
の
出
発
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
自
覚
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
７
（�
石
井
清
純
氏
「
補
注
（
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆
（」（『
原
文
対
照
現

代
語
訳�
道
元
禅
師
全
集
17�

―
法
語
・
歌
頌
等
―
』
春
秋
社
、
二
〇
一
〇
年

一
二
月
、
二
五
六
頁
（
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
定
義
が
見
ら
れ
る
。

「（
大
事
と
は
（
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
。
一
大
事
。
自
己
自
身
の
本
懐
。

こ
こ
で
は
、
直
前
に
示
さ
れ
た
誓
願
を
指
す
。「
打
開
」
は
、
そ
れ
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
で
、
悟
り
を
開
く
こ
と
と
ほ
ぼ
同
義
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。」

（
８
（�

山
居
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
秀
憲
氏
『
道
元
禅
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九

九
八
年
一
二
月
、
三
九
一
頁
（
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
建
長
四
年
（
一
二

五
二
（
一
一
月
以
降
の
上
堂
と
さ
れ
る
。

（
９
（�

本
論
と
『
宝
慶
記
』
に
関
連
す
る
論
考
と
し
て
、
石
井
修
道
氏
「
第
八

章�

道
元
の
本
来
成
仏
批
判
と
本
証
妙
修�

第
二
節�
秋
月
龍
珉
の
「
本
証
妙

修
」
説
批
判�

二�

秋
月
氏
の
「
本
証
妙
修
」
説
へ
の
批
判
」（『
道
元
禅
の
成

立
史
的
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
一
年
八
月
、
六
〇
六
～
六
〇
七
頁
（

「
道
元
の
坐
禅
が
、
こ
の
よ
う
に
因
果
を
撥
無
す
る
こ
と
な
く
行
な
わ
れ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
坐
禅
は
深
山
で
行
な
い
、
し
か
も
慈
悲
を
欠
く
こ
と
の

な
い
仏
祖
の
坐
禅
と
し
て
強
調
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
慈
悲
を
欠
く
こ

と
の
な
い
坐
禅
を
道
元
は
、
天
童
如
浄
よ
り
『
大
智
度
論
』
巻
一
七
の
説

を
通
し
て
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
『
宝
慶
記
』
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は

『
出
家
功
徳
』
に
も
、『
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
三
と
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』

巻
一
の
説
を
踏
ま
え
て
、
慈
悲
行
と
般
若
波
羅
蜜
を
学
す
修
証
と
し
て
示

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

（
⓾
（�

こ
の
一
節
に
つ
い
て
は
、
角
田
泰
隆
氏
は
、「
道
元
禅
師
の
修
行
観
―
は

る
か
な
る
仏
道
と
い
う
視
点
」（『
駒
澤
短
期
大
学
佛
教
論
集
』
第
六
号
、

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
一
四
八
頁
（
に
お
い
て
、「
や
む
な
き
事
情
に
よ
り

波
多
野
氏
の
立
場
を
思
っ
て
、
自
ら
の
意
志
を
曲
げ
て
の
下
向
で
あ
っ
た

な
ら
ば
、
そ
れ
を
禅
師
自
身
の
思
想
の
変
化
と
受
け
取
っ
て
よ
い
だ
ろ
う

か
。」
と
思
想
の
変
化
で
は
な
い
と
示
し
て
い
る
。

（
⓫
（�

本
論
と
は
別
だ
が
、
思
想
の
変
化
に
つ
い
て
「
自
未
得
度
先
度
他
」
に

注
目
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
論
考
が
見
ら
れ
る
。
鏡
島
元
隆
氏
は
「
十

二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
に
つ
い
て
」（『
道
元
禅
師
と
そ
の
宗
風
』
春
秋
社
、

一
九
九
四
年
二
月
（
に
お
い
て
「「
弘
法
救
生
の
お
も
ひ
」
は
、
自
未
得
度

先
度
他
と
い
う
言
葉
と
し
て
は
表
出
さ
れ
な
く
て
も
、
そ
れ
以
前
の
『
正

法
眼
蔵
』（「
自
証
三
昧
」「
四
摂
法
」（
に
す
で
に
同
趣
旨
の
思
想
は
表
明

さ
れ
て
い
る
（
①
（。」
と
し
、
石
井
修
道
氏
は
、『
最
近
の
道
元
禅
師
研
究
に
想

う
』（
石
見
曹
洞
宗
青
年
会
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
、
一
二
四
頁
（
に
お
い

て
、「「
自
未
得
度
先
度
他
」
の
発
願
は
、
道
元
の
晩
年
に
な
れ
ば
な
る
程

強
ま
る
内
容
と
言
え
ま
し
ょ
う
。」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
松
岡
由
香
子
氏
は
、

「
第
三
部�

第
四
章�

新
生
の
道
元
」（『
古
仏
道
元
の
思
惟
』
花
園
大
学
国
際

禅
研
究
所
、
一
九
九
五
年
三
月
、
五
〇
八
～
五
〇
九
頁
（
に
お
い
て
、「
自

未
得
度
先
度
他
と
い
う
思
想
・
言
葉
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
一
度
も
使

わ
れ
な
か
っ
た
。（
中
略
（
寛
元
四
年
（
②
（の
発
願
で
も
、
道
元
は
自
分
が
成
仏

す
る
こ
と
は
願
っ
て
も
、
他
人
の
こ
と
は
願
わ
な
か
っ
た
。
宝
治
元
年
（
③
（、



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

三
〇
八

鎌
倉
で
書
か
れ
た
発
願
文
に
「
我
と
一
切
衆
生
と
と
も
に
」
と
い
う
言
葉

が
見
え
る
が
、
衆
生
が
先
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
建
長
元
年
に
や
っ
と

『
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆
』
で
、「
先
ず
一
切
衆
生
を
度
し
」
が
現
れ

る
。」
と
示
し
て
い
る
。
済
度
衆
生
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ

れ
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

�

　
　
（
①
（
同
趣
旨
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
説
示
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

�

　
　

�

願
く
は
、
ひ
ご
ろ
の
迷
酔
す
み
や
か
に
さ
め
て
、
諸
仏
の
大
界
の
、
遍
界

に
違
越
す
べ
か
ら
ざ
る
、
済
度
摂
受
に
一
切
衆
生
み
な
化
を
か
う
ぶ
ら
ん

功
徳
を
、
礼
拝
恭
敬
す
べ
し
。
た
れ
か
こ
れ
を
得
道
髄
と
い
は
ざ
ら
ん
。

�
「
礼
拝
得
髄
」（
一
巻
、
三
一
五
頁
（

�

　
　

�

他
の
た
め
に
法
を
と
き
、
法
を
修
す
る
は
、
生
生
の
と
こ
ろ
に
法
を
き
き
、

法
を
あ
き
ら
め
、
法
を
証
す
る
な
り
。
今
生
に
も
法
を
他
の
た
め
に
と
く
。

�

「
自
性
三
昧
」（
二
巻
、
一
九
九
頁
（

�

　
　

�

出
家
の
自
性
は
、
憐
愍
一
切
衆
生
、
猶
如
赤
子
な
り
。「
出
家
功
徳
」

�

（
二
巻
、
二
八
〇
頁
（

�

　
　

�

と
き
に
ひ
そ
か
に
発
願
す
、
い
か
に
し
て
か
、
わ
れ
不
肖
な
り
と
い
ふ
と

も
、
仏
法
の
嫡
嗣
と
な
り
、
正
法
を
正
伝
し
て
、
郷
土
の
衆
生
を
あ
は
れ

む
に
、
仏
祖
正
伝
の
衣
法
を
見
聞
せ
し
む
。

�

「
袈
裟
功
徳
」（
二
巻
、
三
三
〇
頁
（

�

　
　

�

菩
提
心
を
お
こ
す
、
と
い
ふ
は
、
お
の
れ
い
ま
だ
わ
た
ら
ざ
る
さ
き
に
、

一
切
衆
生
を
わ
た
さ
ん
、
と
発
願
し
、
い
と
な
む
な
り
。

�

「
発
菩
提
心
」（
二
巻
、
三
三
二
頁
（

�

　
　

�

菩
提
心
を
お
こ
し
て
の
ち
、
三
阿
僧
祇
劫
、
一
百
大
劫
、
修
行
す
。
あ
る

い
は
無
量
劫
お
こ
な
ひ
て
、
ほ
と
け
に
な
る
、
あ
る
い
は
無
量
劫
お
こ
な

ひ
て
、
衆
生
を
さ
き
に
わ
た
し
て
、
み
づ
か
ら
は
つ
ひ
に
ほ
と
け
に
な
ら

ず
、
た
だ
し
衆
生
を
わ
た
し
、
衆
生
を
利
益
す
る
も
あ
り
。
菩
薩
の
意
楽

に
し
た
が
ふ
。�

「
発
菩
提
心
」（
二
巻
、
三
三
三
頁
（

�

　
　

�

転
じ
が
た
き
は
衆
生
の
こ
こ
ろ
な
り
、
一
財
を
き
ざ
し
て
衆
生
の
心
地
を

転
じ
は
じ
む
る
よ
り
、
得
道
に
い
た
る
ま
で
も
転
ぜ
ん
と
お
も
ふ
な
り
。

�

「
菩
提
薩
埵
四
摂
法
」（
二
巻
、
五
一
二
頁
（

�

　
　

�

同
事
は
、
薩
埵
の
行
願
な
り
。
た
だ
ま
さ
に
、
や
は
ら
か
な
る
容
顔
も
て

一
切
に
む
か
ふ
べ
し
。�

「
菩
提
薩
埵
四
摂
法
」（
二
巻
、
五
一
五
頁
（

�

　
　

�

六
月
初
十
、
祈
晴
上
堂
。
去
年
今
年
、
春
夏
秋
冬
、
天
下
降
雨
、
昼
夜
不

息
。
百
姓
憂
愁
、
五
穀
不
登
。
今
永
平
長
老
、
為
済
拯
国
土
之
憂
愁
、
挙

先
師
天
童
住
清
涼
時
祈
晴
上
堂
、
亦
以
祈
晴
。
所
以
者
何
。
仏
法
如
不
加

人
天
苦
若
為
。�

『
永
平
広
録
』
三
七
九
上
堂
（
三
巻
、
二
四
二
頁
（

�

　
　

�

仏
仏
祖
祖
、
先
発
誓
願
済
度
衆
生
、
而
抜
苦
与
楽
、
乃
家
風
也
。
祇
箇
是

家
風
明
明
而
不
窮
。�

『
永
平
広
録
』
四
三
四
上
堂
（
四
巻
、
二
四
頁
（

�

　
　

�

命
を
軽
く
し
、
生
を
憐
む
心
深
く
し
て
、
身
を
仏
制
に
任
せ
ん
と
思
ふ
心

を
発
す
べ
し
。
若
、
前
よ
り
、
此
心
一
念
も
有
ら
ば
、
失
は
じ
と
保
つ
べ

し
。
こ
れ
ほ
ど
の
心
、
一
度
不
発
し
て
、
仏
法
、
悟
る
事
は
あ
る
べ
か
ら

ず
。�

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
二
之
九
（
七
巻
、
七
三
頁
（

�

　
　

�
臨
時
、
触
事
、
為
興
法
利
生
、
諸
事
を　

酌
す
べ
き
也
。（
中
略
（
順
仏
道

者
は
、
為
興
法
利
生
、
捨
身
命
、
行
諸
事
、
去
也
。



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

三
〇
九

�

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
二
之
一
七
（
七
巻
、
八
二
頁
（

�
　
　

�（
②
（
日
本
国
越
宇
、
開
闢
永
平
寺
沙
門
道
元
亦
発
誓
願
。
当
来
五
濁
之
世

作
仏
、
仏
及
弟
子
、
国
土
・
名
号
、
正
法
・
像
法
、
身
量
・
寿
命
、
一
如

今
日
本
師
釈
迦
牟
尼
仏
不
異
。

�

『
永
平
広
録
』
一
八
二
上
堂
（
三
巻
、
一
二
〇
頁
（

�

　
　

�（
③
（
願
は
、
我
と
一
切
衆
生
と
と
も
に
今
生
よ
り
乃
至
生
々
を
つ
く
し
て

正
法
を
き
く
こ
と
あ
ら
ん
。
聞
こ
と
あ
ら
ん
と
き
、
正
法
を
ぎ
じ
ゃ
く
せ

じ
、
ふ
し
ん
な
る
べ
か
ら
ず
。
ま
さ
に
正
法
に
あ
は
ん
と
き
、
世
法
を
す

て
て
仏
法
受
持
せ
ん
。
遂
に
大
地
の
有
情
と
共
に
成
道
す
る
事
を
得
ん
。

願
は
、
我
過
去
の
悪
業
多
く
か
さ
な
り
て
障
道
の
因
縁
あ
り
と
ゐ
へ
ど
も
、

仏
道
に
よ
り
て
得
道
せ
り
。
諸
仏
初
祖
、
わ
れ
を
あ
わ
れ
み
て
、
業
累
を

げ
だ
つ
せ
し
め
、
学
道
さ
わ
り
な
か
ら
し
め
、
そ
の
く
ど
く
法
門
、
普
く

む
じ
ん
法
界
に
充
満
弥
綸
せ
ら
ん
、
あ
わ
れ
み
を
わ
れ
に
ぶ
ん
ぷ
す
べ
し
。

仏
祖
の
往
昔
は
吾
等
な
り
、
我
等
が
当
来
は
仏
祖
な
ら
ん
。
仏
祖
を
ご
う

く
わ
ん
す
れ
ば
一
仏
祖
な
り
。
発
心
を
観
想
す
る
に
も
一
発
心
な
る
べ
し
。

あ
わ
れ
み
を
七
通
八
通
せ
ん
に
、
得
く
べ
ん
ぎ
な
り
、
落
べ
ん
ぎ
な
り
。

�

　
　
　
　
　
　

宝
治
元
年
丁
未
孟
冬�

比
丘
道
玄　

鎌
倉
に
お
ゐ
て　

�

「
発
願
文
」（
七
巻
、
二
二
三
頁
（

（
⓬
（�

京
都
上
洛
に
つ
い
て
玉
城
康
四
郎
氏
は
、「
第
一
章�

仏
道
者
道
元
の
死

闘
―
「
私
」
の
苦
闘
」（『
道
元
（
下
（』
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
一
二
月
、

二
八
〇
頁
（
に
お
い
て
、「
こ
れ
ほ
ど
当
山
を
出
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
、
行

道
に
厳
し
い
道
元
が
、
病
い
の
療
養
の
た
め
に
、
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
永
平

を
後
に
す
る
の
で
あ
る
。「
私
」
は
こ
の
と
き
の
道
元
の
姿
ほ
ど
惹
か
れ
る

こ
と
は
な
い
。
人
間
道
元
丸
出
し
で
あ
り
本
音
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
⓭
（�

本
意
に
つ
い
て
、
杉
尾
玄
有
氏
は
「
道
元
禅
師
の
自
己
透
脱
の
御
生
涯

と
『
正
法
眼
蔵
』
の
進
化
―
十
二
巻
本
に
よ
っ
て
「
一
百
巻
」
を
思
う
―
」

（『
宗
学
研
究
』
二
七
号
、
一
九
八
五
年
三
月
（
に
お
い
て
、「
法
性
甚
深
ノ

理
」
と
解
釈
し
、
袴
谷
憲
昭
氏
は
、「
弁
道
話
の
読
み
方
」（『
宗
学
研
究
』

二
九
号
、
一
九
八
七
年
三
月
（
に
お
い
て
、「
本
覚
思
想
批
判
」
と
解
釈
し
、

角
田
泰
隆
氏
は
、「
差
別
を
助
長
し
た
思
想
的
要
因
に
関
す
る
私
見
」（『
曹

洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
一
九
号
、
一
九
八
七
年
七
月
（
に
お
い
て
、「
済

度
衆
生
の
心
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

（
⓮
（�

仏
と
祖
の
違
い
に
つ
い
て
の
関
連
論
文
を
以
下
に
要
約
す
る
。
石
井
清

純
氏
は
、「
道
元
禅
師
の
仏
・
菩
薩
・
祖
の
定
義
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研

究
』
三
四
号
、
一
九
九
二
年
三
月
（
に
お
い
て
、「
仏
」
と
は
、
過
去
七
仏

の
み
が
称
さ
れ
う
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
資
格
は
、「
劫
」
が
満
ち
、
行
が

完
成
し
て
い
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、「
祖
」
と
は
、
仏
法
に
対
す
る
理
解

が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
法
を
受
け
嗣
い
で
い
る
が
、
行
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
道
元
禅
師
に
お
け
る
祖
（
菩
薩
（
と
は
、

仏
を
目
指
す
前
段
階
と
し
て
の
色
彩
が
強
い
、
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
仏

と
祖
（
菩
薩
（
を
区
別
し
な
い
説
示
に
お
け
る
共
通
点
に
「
菩
提
心
の
保

任
」
を
挙
げ
、
仏
祖
と
い
う
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
き
、
仏
法
護
持
の

意
識
と
し
て
両
者
が
同
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
同
一
な
修
行
・
行

為
を
伝
え
る
と
い
う
点
に
限
定
さ
れ
て
い
る
、
と
「
行
」
の
必
要
性
が
意



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

三
一
〇

識
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
、「
補
注
（
遺
偈
（」（『
原
文
対
照
現
代
語

訳�

道
元
禅
師
全
集
17�

―
法
語
・
歌
頌
等
―
』
春
秋
社
、
二
〇
一
〇
年
一
二

月
、
三
三
八
頁
（
の
「
遺
偈
」
つ
い
て
、
石
井
清
純
氏
は
、「
八
大
人
覚
」

巻
や
「
行
持
」
巻
同
様
、
辦
道
に
対
す
る
永
劫
に
わ
た
る
意
欲
が
示
さ
れ

た
も
の
と
す
る
。「
釈
迦
牟
尼
仏
に
ひ
と
し
く
し
て
こ
と
な
る
こ
と
な
か
ら

ん
」
と
の
説
示
か
ら
仏
・
菩
薩
の
区
別
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
伊
藤
秀
憲
氏
は
、「『
正
法
眼
蔵
』
理
解
の
視
点
」

（『
道
元
思
想
大
系
14
【
思
想
編
8
】
道
元
と
本
覚
思
想
』
同
朋
舎
出
版
、

一
九
九
五
年
九
月
、
二
二
三
～
二
二
四
頁
（
に
お
い
て
、「
成
仏
（
証
（
は

と
言
え
ば
、『
弁
道
話
』
に
、「
修
証
こ
れ
一
等
」「
修
の
ほ
か
に
証
を
ま
つ

お
も
ひ
な
か
れ
」「
修
証
の
両
段
に
あ
ら
ぬ
」
等
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

修
の
ほ
か
に
証
は
な
く
、
修
が
即
ち
証
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
述

べ
、
吉
津
宜
英
氏
は
、「
壁
の
人
間
観
と
問
答
に
よ
る
悟
り
」（『
ブ
ッ
ダ
か

ら
道
元
へ
―
仏
教
討
論
集
』
東
京
書
籍
、
一
九
九
二
年
五
月
、
一
三
五
頁
（

に
お
い
て
、
釈
尊
の
教
え
の
内
容
を
意
味
す
る
法
灯
明
と
修
行
僧
の
自
灯

明
は
対
等
で
あ
る
と
し
、
自
灯
明
（
修
行
（
の
と
こ
ろ
が
法
灯
明
全
体
に

匹
敵
す
る
と
述
べ
る
。

（
⓯
（�「
魔
波
旬
」
に
関
す
る
記
述
は
以
下
の
通
り
。

�

　
　

�　

又
む
か
し
よ
り
、
天
帝
き
た
り
て
行
者
の
志
気
を
試
験
し
、
あ
る

い
は
魔
波
旬
き
た
り
て
行
者
の
修
道
を
さ
ま
た
ぐ
る
こ
と
あ
り
。
こ

れ
み
な
、
名
利
の
志
気
は
な
れ
ざ
る
と
き
、
こ
の
事
あ
り
き
。

�

「
渓
声
山
色
」（
一
巻
、
二
八
二
頁
（

�

　
　

�

禅
宗
の
称
は
、
魔
波
旬
の
称
す
る
な
り
、
魔
波
旬
の
称
を
称
し
き
た

ら
ん
は
、
魔
儻
な
る
べ
し
、
仏
祖
の
児
孫
に
あ
ら
ず
。

�

「
仏
道
」（
一
巻
、
四
七
三
頁
（

�

　
　

�

魔
儻
い
は
く
、
大
乗
の
見
解
、
そ
れ
要
枢
な
る
べ
し
。
夏
安
居
は
、

声
聞
の
行
儀
な
り
、
あ
な
が
ち
に
修
習
す
べ
か
ら
ず
。
か
く
の
ご
と

く
い
ふ
と
も
が
ら
は
、
か
つ
て
仏
法
を
見
聞
せ
ざ
る
な
り
。
阿
耨
多

羅
三
藐
三
菩
提
、
こ
れ
九
旬
安
居
坐
夏
な
り
。

�

「
安
居
」（
二
巻
、
二
二
二
頁
（

�

　
　

�　

い
は
ゆ
る
平
常
真
正
見
解
、
と
い
ふ
は
、
深
信
因
果
、
深
信
三
宝

等
な
り
。（
中
略
（
学
者
、
は
や
く
魔
を
し
り
、
仏
を
あ
き
ら
め
、
修

証
す
べ
し
。�

「
出
家
功
徳
」（
二
巻
、
二
八
七
頁
（

�

　
　

�

当
時
世
尊
復
言
、
往
昔
造
作
功
徳
利
、
心
所
念
事
皆
得
成
、
速
疾
証

彼
禅
定
心
、
又
復
到
於
涅
槃
岸
。
所
有
一
切
諸
怨
敵
、
欲
界
自
在
魔

波
旬
、
不
能
悩
我
悉
帰
依
。
以
有
福
徳
智
慧
力
。
若
能
勇
猛
作
精
進
、

求
聖
智
者
得
不
難
。
既
難
即
尽
諸
苦
辺
、
一
切
衆
罪
皆
銷
滅
。
是
則

世
尊
成
菩
提
時
、
最
初
為
人
天
説
法
也
。

�

『
永
平
広
録
』
三
六
〇
上
堂
（
三
巻
、
二
三
〇
・
二
三
二
頁
（

�
　
　

危
亡
の
も
と
い
は
、
み
だ
り
に
世
俗
に
し
た
が
ふ
な
り
。

�

「
仏
道
」（
一
巻
、
四
七
九
頁
（

�

　
　

独
居
之
輩
多
被
鬼
魅
魍
魎
侵
、
共
行
之
人
少
被
天
魔
波
旬
嬈
。

�

『
永
平
広
録
』
四
三
八
上
堂
（
四
巻
、
二
八
頁
（

�

　
　

�

所
謂
魔
者
、
現
父
母
・
師
長
・
兄
弟
・
骨
肉
・
親
圭
・
従
僕
之
類
、



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

三
一
一

頻
頻
強
説
退
道
因
縁
。
亦
現
諸
仏
・
菩
薩
・
諸
天
・
羅
漢
等
身
、
又

能
教
論
学
者
言
、
仏
道
長
遠
久
受
勤
苦
、
不
如
自
調
。
長
養
身
命
、

安
穏
快
楽
、
恒
在
世
間
、
衣
食
豐
饒
、
五
欲
自
恣
、
得
道
自
然
。
大

道
何
関
彼
此
、
造
次
顛
凱
帰
性
也
。
或
説
難
可
棄
捨
之
因
縁
、
而
教

退
転
於
道
也
。
学
者
知
而
不
可
須
也
。

�
『
永
平
広
録
』
五
一
三
上
堂
（
四
巻
、
九
二
・
九
四
頁
（
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十
二
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正
法
眼
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』
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題
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大
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出
版
、
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九
九

一
年
（、『
最
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の
道
元
禅
師
研
究
に
想
う
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石
見
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洞
宗
青
年
会
、
一
九
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四
年
一
〇
月
（「
道
元
の
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六
祖
壇
経
』
批
判
」（『
道
元
思
想
体
系
7�

思

想
篇�

第
一
巻
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道
元
禅
の
成
立
―
』
同
朋
舎
、
一
九
九
五
年
九
月
、
一
四

八
～
一
四
九
頁
（、「
序
言
」（『
道
元
思
想
大
系
14
【
思
想
編
8
】
道
元
と
本

覚
思
想
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
九
月
、
ⅳ
、「
解
説
」
三
一
八
頁
（、

「
道
元
の
「
見
性
」
批
判
（
再
論
（」（『
仏
教
学
』
三
八
号
、
一
九
九
六
年
一

二
月
、
二
六
～
二
七
、
三
三
頁
（、「
宗
学
・
禅
宗
史
と
新
「
宗
学
」（
三
（

（『
宗
学
と
現
代
』
一
九
九
八
年
一
〇
月
、
二
八
七
頁
（、「
尚
お
忘
れ
難
き
事

あ
り
―
道
元
の
帰
依
と
救
済
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
八
巻
一
号
、
一

九
九
九
年
一
二
月
（、「
道
元
の
全
機
と
道
環
」（『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研

究
年
報
』
一
七
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
一
六
四
～
一
六
五
頁
（、「
第
一
八

話�
そ
の
二�

風
性
は
常
住
な
る
が
ゆ
え
に
―
麻
谷
宝
徹
―
」（『
中
国
禅
宗
史

話�
真
字
「
正
法
眼
蔵
」
に
学
ぶ
』
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
九
月
、



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

三
一
二

二
三
六
頁
、「
第
一
五
話�

そ
の
一�

薬
山
の
子
に
違
い
は
な
い
―
雲
巖
曇
晟

―
」、
一
九
一
～
一
九
二
頁
、「
第
二
二
話�

そ
の
二�

わ
た
し
は
時
間
を
使
い

こ
な
す
」、
二
九
三
頁
、「
第
二
五
話�

そ
の
二�

悟
り
は
す
な
わ
ち
無
き
に
あ

ら
ず
」、
三
三
五
頁
、「
第
四
〇
話�

そ
の
一�

中
国
禅
宗
史
と
道
元
禅
」
五
三

八
～
五
三
九
頁
（、「
道
元
の
坐
禅
と
瞑
想
―
「
坐
禅
は
習
禅
に
あ
ら
ず
」
を

て
が
か
り
と
し
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
三
巻
二
号
、
二
〇
〇
五

年
三
月
、
四
八
一
頁
（、「
徹
通
義
介
の
「
身
心
脱
落
の
話
に
つ
い
て
」」

（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
六
八
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
三
一

頁
（、「
道
元
の
霊
夢
の
中
で
の
大
梅
法
常
と
の
出
会
い
と
修
証
観
」（『
駒
澤

大
学
仏
教
学
部
論
集
』
四
二
号
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
五
五
頁
（、「
中
国

初
期
禅
宗
の
無
修
無
作
説
と
道
元
の
本
証
妙
修
説
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗

教
』
二
九
号
、
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
（

石
井
清
純
「『
永
平
広
録
』
建
長
年
間
の
上
堂
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
二

九
号
、
一
九
八
七
年
三
月
、
九
二
頁
（、「『
永
平
広
録
』
に
見
る
大
蔵
経
安

置
の
影
響
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
三
一
号
、
一
九
八
九
年
三
月
（、「
道

元
撰
新
草
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
性
格
に
つ
い
て
」（『
松
ヶ
岡
文
庫
研

究
年
報
』
五
号
、
一
九
九
一
年
三
月
（、「
道
元
禅
師
の
仏
・
菩
薩
・
祖
の
定

義
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
三
四
号
、
一
九
九
二
年
三
月
（、「『
正
法
眼

蔵
』「
現
成
公
案
」
の
巻
の
主
題
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

二
八
号
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
（、「
道
元
禅
師
に
お
け
る
仏
祖
と
の
共
生
に

つ
い
て
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
六
四
号
、
一
九
九
九
年
五
月
（、「
道
元

禅
師
に
お
け
る
「
古
鏡
」
に
つ
い
て
」（『
平
井
俊
榮
博
士
古
稀
記
念
論
集�

三
論
教
学
と
仏
教
諸
思
想
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
四
六
〇
頁
（、

「『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
大
悟
」
の
定
義
に
つ
い
て
―
真
福
寺
本
と
乾
坤

院
本
「
大
悟
」
巻
の
比
較
か
ら
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
一
巻
第
一

号
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
（、「『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
に
お
け
る
「
仏
性
」

の
意
味
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
四
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
（、

「
道
元
禅
師
に
お
け
る
般
若
と
風
鈴
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
三
号
、

二
〇
〇
八
年
七
月
（、「
解
題
」（『
原
文
対
照
現
代
語
訳�

道
元
禅
師
全
集
17�

―
法
語
・
歌
頌
等
―
』
春
秋
社
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
三
三
三
～
三
三
四

頁
（

石
島
尚
雄
「「
身
心
脱
落
」
の
資
料
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』

二
二
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
（

伊
藤
秀
憲
「『
正
法
眼
蔵
』
に
見
ら
れ
る
祖
師
評
価
」（『
道
元
思
想
体
系
7�

思

想
篇�

第
一
巻
―
道
元
禅
の
成
立
―
』
同
朋
舎
、
一
九
九
五
年
九
月
、
三
五

七
頁
（、「『
正
法
眼
蔵
』
理
解
の
視
点
」（『
道
元
思
想
大
系
14
【
思
想
編
8
】

道
元
と
本
覚
思
想
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
九
月
、
二
二
三
頁
（、「
第

二
章�

道
元
の
伝
記
に
つ
い
て�

身
心
脱
落
」（『
道
元
禅
研
究
』
大
蔵
出
版
、

一
九
九
八
年
一
二
月
、
一
一
一
～
一
一
七
頁
、「
第
二
章�

道
元
の
伝
記
に
つ

い
て
」
注
記
（『
道
元
禅
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
八
年
一
二
月
、
一
二

七
頁
、「
第
五
章�

道
元
禅
の
思
想
的
研
究
」（『
道
元
禅
研
究
』
大
蔵
出
版
、

一
九
九
八
年
一
二
月
、
四
五
八
～
四
五
九
頁
（

伊
藤
隆
寿
「
第
九
章�

道
元
の
中
国
仏
教
批
判
」（『
中
国
仏
経
の
批
判
的
研
究
』

大
蔵
出
版
、
一
九
九
五
年
五
月
、
四
三
二
～
四
三
三
頁
（



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

三
一
三

沖
本
克
己
「
孤
高
に
生
き
る
〈
道
元
〉」（『
仏
教
を
生
き
る
10
』
中
央
公
論
社
、

二
〇
〇
〇
年
七
月
、
一
一
二
～
一
一
三
頁
、
一
一
七
頁
（

鏡
島
元
隆
『
天
童
如
浄
禅
師
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
八
三
年
八
月
、
八
一
頁
、

「
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
位
置
づ
け
」（『
道
元
禅
師
と
そ
の
宗
風
』
春

秋
社
、
一
九
九
四
年
二
月
、
二
一
三
～
二
一
四
頁
、「
悟
り
の
仏
法
か
ら
願

の
仏
法
へ
」
二
四
二
頁
、「
最
晩
年
の
道
元
禅
師
」、
二
七
四
～
二
八
二
頁
（、

「
道
元
禅
師
と
天
台
本
覚
法
門
―
法
華
経
引
用
に
関
連
し
て
―
」（『
道
元
思

想
大
系
14
【
思
想
編
8
】
道
元
と
本
覚
思
想
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年

九
月
、
三
三
～
三
五
頁
、「
本
証
妙
修
の
思
想
的
背
景
」
七
八
～
七
九
頁
、

「
本
証
妙
修
覚
え
書
き
」、
二
〇
六
頁
（

河
村
孝
道
「
道
元
禅
に
於
け
る
行
道
の
基
本
的
性
格
」（『
宗
学
研
究
』
六
号
、

一
九
六
四
年
四
月
（、「
道
元
禅
に
於
け
る
行
道
の
基
本
的
性
格
（
承
前
（」

（『
宗
学
研
究
』
七
号
、
一
九
六
五
年
四
月
（、「
道
元
禅
師
に
於
け
る
行
道
の

本
質
相
―
〝
行
持
道
環
〟
に
就
い
て
（
其
一
（（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一

四
（
二
（、
一
九
六
六
年
三
月
（、「『
正
法
眼
蔵
』
成
立
の
諸
問
題
（
六
（
―

真
福
寺
文
庫
所
蔵
「
大
悟
」
巻
草
稿
本
の
紹
介
―
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部

研
究
紀
要
』
四
五
号
、
一
九
八
〇
年
（、『
正
法
眼
蔵
の
成
立
史
的
研
究
』

（
春
秋
社
、
一
九
八
七
年
二
月
（、「
問
題
提
起
」（『
ブ
ッ
ダ
か
ら
道
元
へ
―

仏
教
討
論
集
』
所
収
、
東
京
書
籍
、
一
九
九
二
年
五
月
、
二
三
六
頁
（

榑
林
皓
堂
「
身
心
脱
落
と
本
証
妙
修
の
展
開
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
会
年
報
』

五
―
二
、
一
九
三
四
年
（、「
道
元
禅
成
立
の
時
点
に
つ
い
て
」（『
道
元
思
想

体
系
7�

思
想
篇�

第
一
巻
―
道
元
禅
の
成
立
―
』
同
朋
舎
、
一
九
九
五
年
九
月
、

二
二
〇
～
二
二
一
頁
（

佐
藤
秀
孝
「
道
元
禅
師
の
鎌
倉
行
化
と
そ
の
周
辺
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論

集
』
二
一
号
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
（

柴
田
道
賢
「
正
法
眼
蔵
の
編
集
に
つ
い
て
―
特
に
道
元
禅
師
の
親
集
を
中
心
と

し
て
―
」（『
宗
教
学
論
集
』
第
六
輯
、
一
九
七
三
年
、
一
八
六
頁
（

下
室
覚
道
「
身
心
脱
落
の
一
視
点
（
上
（
―
身
心
脱
落
の
時
期
に
つ
い
て
―
」

（『
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要
』
一
二
号
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
、
四
九
頁
（

菅
原
昭
英
「
道
元
僧
団
に
お
け
る
遺
偈
」（『
宗
学
研
究
』
三
一
号
、
一
一
四
～

一
一
五
頁
（

杉
尾
玄
有
「
正
法
眼
蔵
《
大
悟
》
小
考
」（『
山
口
大
学
教
育
学
部
論
叢
』
第
三

〇
巻
、
第
一
部
、
一
九
八
〇
年
（、「
道
元
禅
師
の
自
己
透
脱
の
御
生
涯
と

『
正
法
眼
蔵
』
の
進
化
―
十
二
巻
本
に
よ
っ
て
「
一
百
巻
」
を
思
う
―
」

（『
宗
学
研
究
』
二
七
号
、
一
九
八
五
年
三
月
（、「
道
元
禅
師
の
疑
団
と
開
眼

と
身
心
脱
落
―
勝
義
の
自
伝
と
し
て
書
か
れ
た
《
現
成
公
案
》
―
」（『
宗
学

研
究
』
二
八
号
、
一
九
八
六
年
三
月
（

高
崎
直
道
「
本
証
妙
修
と
い
う
こ
と
」（『
道
元
思
想
大
系
14
【
思
想
編
8
】
道

元
と
本
覚
思
想
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
九
月
、
三
一
〇
頁
（

玉
城
康
四
郎
「
第
一
章�

仏
道
者
道
元
の
死
闘
―
「
私
」
の
苦
闘
」（『
道
元

（
下
（』
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
一
二
月
、
二
八
〇
頁
（

角
田
泰
隆
「
道
元
禅
師
の
修
証
観
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
（
一
（」（『
宗
学

研
究
』
二
九
号
、
一
九
八
七
年
三
月
（、「
差
別
を
助
長
し
た
思
想
的
要
因
に

関
す
る
私
見
」（『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
一
九
号
、
一
九
八
七
年
七



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

三
一
四

月
（、「
道
元
禅
師
の
修
証
観
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
（
二
（」（『
宗
学
研

究
所
紀
要
』
一
号
、
一
九
八
八
年
、
一
一
三
頁
（、「
道
元
禅
師
の
修
証
観
に

関
す
る
問
題
（
三
（」（『
宗
学
研
究
』
三
〇
号
、
一
九
八
八
年
三
月
、
二
四

八
頁
（、「
道
元
禅
師
の
身
心
脱
落
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
学
短
期
大
学
研
究

紀
要
』
二
三
号
、
一
九
九
五
年
三
月
（、「
道
元
禅
師
に
お
け
る
身
心
一
如
説

と
輪
廻
説
」（『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
三
号
、
一
九
九
七
年
三
月
、
六

九
頁
（、「「
批
判
宗
学
」
批
判
」（『
駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
二
六
号
、

一
九
九
八
年
三
月
（、「
道
元
禅
師
の
修
証
観
」（『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論

集
』
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
一
一
七
、
一
一
九
頁
（、「
道
元
禅
師
の

修
証
観
―
は
る
か
な
る
仏
道
と
い
う
視
点
―
」（『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論

集
』
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
一
二
八
頁
（、「
道
元
禅
師
研
究
諸
論
再

考
―
特
に
本
覚
思
想
批
判
と
思
想
的
変
化
と
宗
祖
無
謬
説
を
中
心
に
―
」

（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
四
二
号
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
一
一
二

頁
（

中
世
古
祥
道
「
伝
道
元
禅
師
「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆
」
と
伝
明
全
筆

「
伝
授
師
資
相
承
偈
」
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
四
二
号
、
二
〇
〇
〇
年

三
月
（、「
第
五
章�

越
前
時
代�

第
六
節�

伝
道
元
禅
師
「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥

山
示
衆
」
に
つ
い
て
」（『
新
・
道
元
禅
師
伝
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇

二
年
五
月
、
二
〇
五
～
二
〇
八
頁
（

永
井
賢
隆
「『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
身
心
脱
落
の
意
義
」（『
駒
澤
大
学
大
学
院

仏
教
学
研
究
会
年
報
』
四
三
号
、
二
〇
一
〇
年
五
月
（

永
井
政
之
「
僧
侶
と
儀
礼
」（『
僧
侶
―
そ
の
役
割
と
課
題
―
』
曹
洞
宗
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
一
四
四
頁
（

奈
良
康
明
「
7�

禅
定
」（『
仏
教
の
実
践
』
東
京
書
籍
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
、

二
二
三
～
二
二
五
頁
（

西
嶋
和
夫
「
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
の
四
諦
論
理
的
展
開
」（『
宗
学

研
究
』
一
九
号
、
一
九
七
七
年
三
月
（

袴
谷
憲
昭
「
弁
道
話
の
読
み
方
」（『
宗
学
研
究
』
二
九
号
、
一
九
八
七
年
三

月
（、「
五�

差
別
事
象
を
生
み
出
し
た
思
想
的
背
景
に
関
す
る
私
見
」（『
本

覚
思
想
批
判
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年
七
月
、
一
五
四
～
一
五
六
頁
（、

「
一
二�

道
元
理
解
の
決
定
的
視
点
」（『
本
覚
思
想
批
判
』
大
蔵
出
版
、
一
九

八
九
年
七
月
、
三
二
二
頁
（、「
一
四�

十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
撰
述
説
再

考
」（『
本
覚
思
想
批
判
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年
七
月
、
三
四
二
頁
（、

「
批
判
仏
教
序
説
―
「
批
判
哲
学
」
対
「
場
所
の
哲
学
」（『
批
判
仏
教
』
大

蔵
出
版
、
一
九
九
〇
年
三
月
、
三
一
頁
、「
七�

偽
仏
教
を
排
す
」、
三
一
五

頁
（、「
道
元
と
般
若
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
二
二
号
、
一
九
九
一

年
一
〇
月
、
三
八
三
頁
（、「
第
1
部�

は
じ
め
に
」（『
道
元
と
仏
教
―
十
二

巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
世
界
―
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
二
年
二
月
、
五
八

頁
（

廣
瀬
良
弘
「
伝
道
元
禅
師
遺
文
」（『
永
平
寺
史
料
全
書�

文
書
編�

第
一
巻
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
一
〇
九
～
一
一
五
頁
（

松
岡
由
香
子
「
道
元
の
身
心
脱
落
承
当
の
時
」（『
宗
学
研
究
』
三
七
号
、
一
九

九
五
年
三
月
（、「
第
三
部�

第
三
章�

十
二
巻
本
の
思
想
的
特
徴
」（『
古
仏
道

元
の
思
惟
』
花
園
大
学
国
際
禅
研
究
所
、
一
九
九
五
年
三
月
、
四
八
四
～
四



道
元
禅
師
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
と
誓
願
（
西
澤
（

三
一
五

八
七
、「
第
三
部�

第
四
章�

新
生
の
道
元
」
五
〇
八
～
五
〇
九
頁
（、「
道
元
の

「
さ
と
り
」」（『
禅
学
研
究
』
七
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
一
九
頁
（

松
本
史
朗
『
縁
起
と
空
―
如
来
蔵
思
想
批
判
―
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年

七
月
、
五
二
、
一
四
七
～
一
四
八
、
一
六
一
、
一
七
八
、
一
八
〇
～
一
八
一

頁
（、『
禅
思
想
の
批
判
的
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
四
年
一
月
、
六
〇

二
～
六
〇
三
、
六
二
四
～
六
二
六
頁
（、「
道
元
と
如
来
蔵
思
想
―
批
判
宗
学

の
可
能
性
に
つ
い
て
（
上
（
―
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
五
六
号
、

一
九
九
八
年
三
月
（、「
批
判
宗
学
の
可
能
性
（
二
（
―
道
元
の
思
想
に
つ
い

て
―
」（『
宗
学
と
現
代
』
二
号
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
、
七
〇
～
七
一
、
九

七
～
一
〇
一
頁
（、「
批
判
宗
学
の
可
能
性
（
三
（」（『
宗
学
と
現
代
』
二
号
、

一
九
九
八
年
一
〇
月
、
九
九
～
一
〇
〇
頁
（、「
宗
学
・
禅
宗
史
と
新
「
宗

学
」（
三
（」（『
宗
学
と
現
代
』
二
号
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
、
三
〇
〇
頁
（、

「
第
3
章�

道
元
と
如
来
蔵
思
想
」（『
道
元
思
想
論
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
〇

年
二
月
、
七
〇
頁
、「
第
４
章�

道
元
と
批
判
宗
学
」、
一
〇
九
～
一
一
二
頁
、

「
第
5
章�「
現
成
公
案
」
の
基
本
思
想
に
つ
い
て
」、
二
〇
〇
頁
（、「
伝
統
宗

学
か
ら
批
判
宗
学
へ
」（『
宗
学
研
究
』
四
〇
号
、
一
九
九
九
八
年
三
月
、

『
道
元
思
想
論
』
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
大
蔵
出
版
、
六
～
八
頁
（

水
野
弥
穂
子
「『
宝
慶
記
』
と
『
随
聞
記
』」（『
宗
学
研
究
』
二
三
号
、
一
九
八

一
年
三
月
、
二
一
頁
（

山
折
哲
雄
『
道
元
』
清
水
書
院
、
一
九
七
八
年
九
月
、
一
八
五
～
一
八
六
頁

遊
亀
教
授
『
親
鸞
と
道
元
』
講
談
社
、
一
九
八
六
年
三
月
、
三
九
～
四
〇
頁

吉
津
宜
英
「
壁
の
人
間
観
と
問
答
に
よ
る
悟
り
」（『
ブ
ッ
ダ
か
ら
道
元
へ
―
仏

教
討
論
集
』
所
収
、
東
京
書
籍
、
一
九
九
二
年
五
月
、
一
三
五
頁
（、「
道
元

に
お
け
る
「
本
」
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
三
七
号
、
一
九
九
五
年
三
月
、

二
八
頁
（

『
門
葉
記
』（『
大
日
本
史
料�

第
五
編
之
三
十
一
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

〇
年
三
月
、
二
七
七
頁
（


